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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
で
は
、
三
島
由
紀
夫
生
誕

１
０
０
年
記
念
シ
リ
ー
ズ
と
し

て
、
4
日
か
ら
6
日
ま
で
に
わ

た
り
『
三
島
の
愛
し
た
能
』
と

題
し
て
、
宝
生
流
に
よ
る
能
公

演
『
葵
上
』『
綾
鼓
』
を
上
演

し
た
。
米
国
デ
ビ
ュ
ー
と
な
る

第
20
代
宗
家
・
宝
生
和
英
氏
が

『
葵
上
』
の
シ
テ
を
、『
綾
鼓
』

で
は
後
見
を
務
め
た
。
ま
た
伝

統
に
則
り
、
能
の
前
に
は
舞
と

大
蔵
流
山
本
東
次
郎
家
に
よ
る

狂
言
『
附
子
（
ぶ
す
）』
が
演

じ
ら
れ
た
。『
綾
鼓
』
で
は
ツ

レ
の
女
御
役
で
能
楽
師
・
関
直

美
氏
が
舞
台
を
踏
み
、
主
題
に

さ
ら
な
る
慎
み
と
奥
行
を
広

げ
、
三
島
が
魅
入
ら
れ
た
だ
ろ

う
一
瞬
を
披
い
た
。

　

公
演
の
前
に
は
、
三
島
と
能

に
つ
い
て
の
講
演
が
催
さ
れ
、

普
段
は
親
し
み
の
な
い
能
へ
と

誘
わ
れ
た
観
客
は
、
そ
の
後
舞

台
の
上
に
現
れ
た
幽
玄
の
世
界

に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
て
い

た
。

　

上
演
の
後
、
宝
生
和
英
氏
と

山
本
則
重
氏
に
よ
る
対
談
が
行

わ
れ
、
能
楽
師
と
し
て
の
気
概

や
、
こ
れ
か
ら
の
希
望
展
望
な

ど
を
忌
憚
な
く
語
り
、
覇
気
に

満
ち
た
若
い
世
代
に
よ
る
伝
統

芸
能
の
継
承
に
期
待
が
寄
せ
ら

れ
た
。

（
フ
ェ
イ
ダ
ー
ち
え
）

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

Ｎ
Ｙ
で
能
公
演

宝
生
流
が
来
米

『綾鼓』ではツレの女御役で能楽師・関直美氏が舞台を踏む（Photo by Ayumi Sakamoto）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
半
月
余
り
と
な
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
に
住
む
日
本
人
に
と
っ

て
、
今
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
遡
れ
ば
今
年
１
月
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
就

任
以
来
、
米
国
は
過
去
に
類
例
を
見
な
い
大
変
革
の
１
年
と
な
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
時
の

弱
者
救
済
の
博
愛
主
義
は
影
を
潜
め
、
富
め
る
も
の
が
さ
ら
に
富
を
増
幅
さ
せ
、
一
般
国
民

だ
け
で
な
く
本
来
最
も
安
定
し
た
職
業
と
見
ら
れ
て
い
た
公
務
員
の
連
邦
政
府
職
員
た
ち
ま

で
も
が
路
頭
に
迷
う
光
景
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
物
価
は
高
止

ま
り
の
ま
ま
だ
。
街
で
ラ
ー
メ
ン
一
杯
と
餃
子
を
外
食
す
れ
ば
、
日
本
円
に
換
算
し
て
約

６
０
０
０
円
だ
。
外
国
人
と
し
て
米
国
に
暮
ら
す
日
本
人
の
日
常
を
取
り
巻
い
た
今
年
１
年

の
さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
を
本
紙
の
見
出
し
で
振
り
返
っ
て
み
た
。

本紙見出しに
見る2025年

NY版今年の
重大ニュース

【
１
月
】

■
Ｎ
Ｙ
で
渋
滞
税
施
行
（
１
月

11
日
号
）

交
通
渋
滞
課
金
制
度
が
1
月

5
日
に
開
始
さ
れ
、
5
つ
の
行

政
区
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
地
域

に
住
む
通
勤
者
に
影
響
を
与
え

て
い
る
。
こ
の
制
度
は
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
60
丁
目
以
南
の
道
路

や
大
通
り
に
入
っ
た
ド
ラ
イ
バ

ー
に
課
金
す
る
政
策
で
、
乗
用

車
の
場
合
、
Ｅ
Ｚ
パ
ス
利
用
で

平
日
の
午
前
５
時
か
ら
午
後
９

時
ま
で
、
週
末
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
９
時
ま
で
の
「
ピ
ー
ク

時
間
帯
」
の
料
金
は
9
ド
ル
を

支
払
う
必
要
が
あ
る
。
Ｅ
Ｚ
パ

ス
利
用
の
乗
用
車
の
場
合
、
夜

間
は
料
金
が
2
ド
ル
25
セ
ン
ト

に
引
き
下
げ
ら
れ
る
。

■
第
２
次
ト
ラ
ン
プ
政
権
始
動

（
１
月
25
日
号
）

　

米
大
統
領
に
返
り
咲
い
た
ド

ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
氏
（
共
和

党
）
が
20
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ

Ｃ
で
の
大
統
領
就
任
式
に
臨

み
、
第
47
代
大
統
領
に
就
任
し

た
。
寒
波
の
た
め
、
通
常
の
合

衆
国
議
会
議
事
堂
の
外
で
は
な

く
議
事
堂
内
の
ロ
タ
ン
ダ
（
円

形
大
広
間
）
で
行
わ
れ
た
。
寒

波
の
た
め
議
事
堂
内
で
行
わ
れ

る
の
は
１
９
８
５
年
の
レ
ー
ガ

ン
大
統
領
就
任
式
以
来
と
な
っ

た
。
就
任
演
説
は
前
回
４
年
前

の
約
16
分
の
倍
近
く
長
い
32
分

ほ
ど
だ
っ
た
。

【
２
月
】

■
メ
キ
シ
コ
湾
↓
ア
メ
リ
カ
湾

に　

米
大
統
領
令
で
改
称
（
２

月
22
日
号
）

　

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
テ
イ
ラ

ー
・
ブ
ド
ウ
ィ
ッ
チ
大
統
領
次

席
補
佐
官
は
14
日
、
Ａ
Ｐ
通
信

が
ア
メ
リ
カ
湾
へ
の
改
称
に
従

わ
な
い
こ
と
は
「
誤
情
報
」
で

あ
り
「
無
責
任
で
不
誠
実
な
報

道
」
だ
と
Ｘ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）

で
批
判
、「
無
責
任
で
不
誠
実

な
報
道
を
す
る
彼
ら
の
権
利
は

憲
法
で
守
ら
れ
て
い
る
が
、
大

統
領
執
務
室
や
大
統
領
専
用
機

の
よ
う
な
限
ら
れ
た
空
間
に
自

由
に
出
入
り
で
き
る
特
権
は
な

い
」
と
述
べ
た
。

　
　
（
関
連
記
事
４
〜
５
面
に
）

　
　

次
号
は
新
年
号
で
す
。

　

新
年
号
は
「
Ｎ
Ｙ
日
系
社
会
を
助
け
る
」
と
題
し
て
、

Ｎ
Ｙ
の
日
本
人
を
支
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
や
グ

ル
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。
来
週
号
は
お
休
み
し
、
年
末
の

配
達
と
な
り
ま
す
。
年
末
年
始
の
お
正
月
休
み
に
ゆ
っ
く

り
と
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社

http://newyork-apartment-realestate.com
https://hinomaru-limo.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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15
年
前
に
凛
と
し
た
香
り
の

焼
酎
を
打
ち
出
し
た
ラ
グ
ジ
ュ

ア
リ
ー
ブ
ラ
ン
ド
・
リ
ー
ド
デ

ザ
イ
ナ
ー
今
井
千
恵
さ
ん
。

　

２
０
１
０
年
、
当
時
芋
焼
酎

を
香
り
で
打
ち
出
す
酒
蔵
会
社

は
ど
こ
に
も
な
か
っ
た
時
代
、

女
性
が
胸
を
は
っ
て
飲
め
る
か

っ
こ
い
い
焼
酎
を
生
み
出
し

た
。

　

飲
み
や
す
さ
と
香
り
、
凛
と

し
た
口
ざ
わ
り
、CHIE IMAI

の
モ
ー
リ
ス
が
15
年
を
経
て
今

花
開
き
始
め
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
は
よ
く
、
次
な

る
ア
イ
テ
ム
と
し
て
香
水
を
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
が
、
今
井
さ

ん
の
発
想
は
違
っ
た
。
こ
れ
ま

で
に
な
い
も
の
を
生
み
続
け
て

き
た
そ
の
感
性
は
、
た
だ
の
香

水
で
は
な
く
「
飲
む
香
水
」
だ

っ
た
。
そ
れ
が
、
本
格
芋
焼
酎

MORRIS

（
モ
ー
リ
ス
）。
今

井
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
鹿
児
島
の

豊
か
な
環
境
が
生
み
出
し
た
、

ま
っ
た
く
新
し
い
ス
タ
イ
ル
の

本
格
芋
焼
酎
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
大
手
食
品
商
社
を
通
じ
て

好
評
販
売
中
だ
。

　

今
井
さ
ん
は
「
ア
メ
リ
カ
は

政
権
が
変
わ
り
、
貿
易
関
係
が

タ
イ
ト
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、
こ
ん
な
時
代
こ
そ
、
モ
ー

リ
ス
な
の
で
す
。
逆
境
を
跳
ね

の
け
て
伸
び
て
き
た
モ
ー
リ

ス
。
糖
度
0
。
若
者
に
今
大
人

気
で
す
。
日
本
で
は
、
素
晴
ら

し
い
ホ
テ
ル
の
バ
ー
や
、
三
ツ

星
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
で
飲
め
て

も
買
え
な
い
焼
酎
と
し
て
人
気

が
出
て
い
ま
す
」
と
い
う
。

【
飲
み
方
例
】

▽
モ
ー
リ
ス
・
ウ
ォ
ー
タ
ー

　

冷
た
く
冷
え
た
モ
ー
リ
ス
と

ト
ニ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
3
：

7
の
割
合
で
グ
ラ
ス
に
注
ぎ
、

ス
ラ
イ
ス
し
た
ラ
イ
ム
で
飾
り

付
け
し
て
出
来
上
が
り
。
マ
テ

ィ
ー
ニ
グ
ラ
ス
、
フ
ル
ー
ト
グ

ラ
ス
が
お
す
す
め
。

▽
モ
ー
リ
ス
・
オ
ン
・
ザ
・
ロ

ッ
ク

　

ロ
ッ
ク
ア
イ
ス
を
お
好
み
の

ロ
ッ
ク
グ
ラ
ス
に
入
れ
、
モ
ー

リ
ス
を
注
ぐ
。
お
好
み
で
ラ
イ

ム
ス
ラ
イ
ス
を
添
え
て
。

花・香る・飲む香水
MORRIS（モーリス）
本格芋焼酎　米国で 好評販売中

モ
ー
リ
ス
を
手
に
す
る
今
井
さ
ん

●
メ
イ
シ
ー
ズ
・
ヘ
ラ
ル
ド
ス

ク
エ
ア
店
（
西
34
丁
目
１
５
１

番
地
８
階
）

　

今
年
も
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
特
設
会
場
い
っ
ぱ
い

に
飾
ら
れ
た
サ
ン
タ
ラ
ン
ド

が
登
場
。
時
間
は
毎
日
午
前

10
時
か
ら
午
後
９
時
（
日
に

よ
っ
て
若
干
異
な
る
）、
12
月

24
日
ま
で
。
予
約
・
詳
細
は

https://www.macys.com/
s/holiday-celebrations/
nyc-santaland/

●
タ
イ
ム
ワ
ー
ナ
ー
セ
ン
タ
ー

（
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
10
番

地
４
階
）

　
「Passport to Santa

」
を

持
っ
て
北
極
へ
の
魔
法
の
旅
に

出
発
。
サ
ン
タ
へ
の
手
紙
を
書

い
た
り
、
サ
ン
タ
工
房
で
お
も

ち
ゃ
を
作
っ
た
り
、
各
ス
ポ
ッ

ト
で
ス
タ
ン
プ
を
集
め
て
完
成

し
た
パ
ス
ポ
ー
ト
を
見
せ
る
と

サ
ン
タ
か
ら
景
品
が
も
ら
え

る
。
参
加
費
49
ド
ル
。
31
日
ま

で
。
予
約
・
詳
細
はhttps://

www.vossevents.com/

ロックフェラーセンターのクリスマスツリー

サ
ン
タ
に
会
え
る

イ
ベ
ン
ト
会
場

　
　

https://www.samuraipapabk.com/
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
https://www.vossevents.com/
https://www.vossevents.com/
https://www.vossevents.com/
https://www.vossevents.com/
https://www.macys.com/s/holiday-celebrations/nyc-santaland/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長
）

は
5
日
、
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ

で
創
設
１
１
８
周
年
記
念
晩
餐

会
を
開
催
し
た
。
当
日
は
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
片
平
聡

大
使
夫
妻
を
始
め
、
河
手
哲
雄

北
米
三
菱
商
事
社
長
夫
妻
、
米

州
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
川
野
浩

史
取
締
会
会
長
夫
妻
、
受
賞
者

の
鈴
木
喜
輝
オ
リ
ッ
ク
ス
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
社
長

夫
妻
、
リ
キ
・
伊
藤
Ｊ
Ａ
Ａ
副

会
長
、
Ｊ
Ａ
Ａ
の
役
員
理
事
な

ど
１
９
０
人
の
ゲ
ス
ト
が
参
加

し
盛
大
な
晩
餐
会
と
な
っ
た
。

　

大
き
な
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

が
会
場
を
華
や
か
に
飾
る
な

か
、
宴
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
混
声

コ
ー
ラ
ス
の
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン

グ
で
開
幕
し
た
。
ジ
ョ
ー
ジ
広

瀬
実
行
委
員
長
が
開
会
の
辞
を

述
べ
、
佐
藤
貢
司
Ｊ
Ａ
Ａ
会
長

が
、
こ
の
１
年
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
支
援
の
企
業
・
個
人

へ
感
謝
の
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
Ｊ
Ａ
Ａ
創
設
１
１
８

周
年
を
祝
し
て
片
平
聡
大
使
が

祝
辞
、
乾
杯
の
音
頭
を
取
り
、

デ
ィ
ナ
ー
が
ス
タ
ー
ト
。
日
系

ジ
ャ
ズ
グ
ル
ー
プ
の
オ
グ
ラ
・

バ
ン
ド
の
演
奏
を
楽
し
ん
た
。

　

今
年
は
、　

オ
リ
エ
ン
ト
・

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｕ
Ｓ
Ａ
社

に
、
長
年
に
渡
る
Ｊ
Ａ
Ａ
の
活

動
へ
の
支
援
に
対
し
て
「
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
」
が
鈴
木

社
長
に
、
Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
の
創
設
や
、
Ｊ
Ａ
Ａ

で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対

し
て
リ
キ
・
伊
藤
Ｊ
Ａ
Ａ
副
会

長
に
個
人
貢
献
の
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
賞
」

が
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
の
ス
ー
ザ
ン

大
沼
名
誉
会
長
と
佐
藤
貢
司
会

長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
贈
呈
さ
れ

た
。
最
後
は
、
晩
餐
会
の
実
行

委
員　

ス
ー
ザ
ン
・
ミ
ヤ
ギ
・

マ
コ
ー
マ
ッ
ク
副
会
長
が
俳
句

の
五
七
五
を
使
っ
て
、
野
田
美

知
代
事
務
局
長
が
戦
後
日
本
に

ラ
ラ
物
資
を
送
っ
た
Ｊ
Ａ
Ａ
の

歴
史
を
紹
介
し
な
が
ら
、
賛
同

企
業
へ
の
感
謝
の
意
を
述
べ
、

年
次
晩
餐
会
は
閉
幕
し
た
。

　

株
式
会
社
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
の
創
業
者
、
円
谷
英
二

氏
（
１
９
０
１
〜
１
９
７
０
）

年
が
Ｖ
Ｅ
Ｓ
（Visual Eff ects 

Society

）
の
生
涯
功
労
賞
で

あ
る“Hall of Fame”

（
殿
堂

入
り
）
に
選
出
さ
れ
、
11
月
7

日
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ソ
ニ

ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・
イ
メ
ー

ジ
ワ
ー
ク
ス
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。

　

過
去
殿
堂
入
り
し
た
映
画
監

督
に
は
、
ウ
ォ
ル
ト
・
デ
ィ
ズ

ニ
ー
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー

ブ
リ
ッ
ク
、
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
メ

リ
エ
ス
な
ど
が
名
を
連
ね
て
お

り
、
日
本
人
と
し
て
は
史
上
初

の
殿
堂
入
り
と
な
っ
た
。
株
式

会
社
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役
社
長 

永
竹
正
幸

氏
が
円
谷
英
二
氏
の
遺
族
の
代

理
と
し
て
登
壇
し
た
。
表
彰
式

に
は
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
と
バ
ル
タ

ン
星
人
も
駆
け
つ
け
、
会
場
を

盛
り
上
げ
た
。

　
「
特
撮
の
神
様
」
と
し
て

知
ら
れ
る
円
谷
英
二
は
、

１
９
１
９
年
に
撮
影
技
師
の
助

手
と
し
て
映
画
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
。
23
年
に
カ
メ
ラ
マ
ン

に
昇
進
す
る
と
、
当
時
最
先
端

の
撮
影
技
術
を
探
求
し
、
日
本

映
画
界
初
の
鉄
製
の
撮
影
用
ク

レ
ー
ン
を
制
作
。
こ
の
頃
、
映

画
『
キ
ン
グ
・
コ
ン
グ
』（
33

年
）
に
感
化
さ
れ
た
英
二
は
、

特
殊
撮
影
技
術
を
最
大
限
に
生

か
し
た
作
品
作
り
を
志
向
し
始

め
る
。　

英
二
は
戦
後
も
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
重
ね
、
54
年
に
本

多
猪
四
郎
監
督
、
東
宝
製
作
の

『
ゴ
ジ
ラ
』
の
特
撮
に
よ
り
、

世
界
的
に
そ
の
名
を
知
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
。『
ゴ
ジ
ラ
』
は

劇
場
映
画
と
し
て
史
上
最
長
と

な
る
ゴ
ジ
ラ
シ
リ
ー
ズ
の
礎
を

築
き
、
史
上
最
高
の
怪
獣
映
画

の
一
つ
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
。

　

彼
は
精
力
的
に
後
進
の
育
成

や
技
術
継
承
に
取
り
組
み
、
63

年
に
自
身
の
会
社
で
あ
る
円
谷

特
技
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
現
：

円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
）
を
設

立
。
そ
こ
で
テ
レ
ビ
番
組
『
ウ

ル
ト
ラ
Ｑ
』、『
ウ
ル
ト
ラ
マ

ン
』、『
ウ
ル
ト
ラ
セ
ブ
ン
』
な

ど
の
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
リ
ー
ズ

を
立
ち
上
げ
た
。
創
業
者
・
円

谷
英
二
の
「
空
想
の
力
」
は
、

現
在
も
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

の
企
業
活
動
の
源
泉
、
基
盤
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

（
５
面
に
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
代
表
取
締
役
社
長
、
永
竹
正

幸
氏
の
ス
ピ
ー
チ
）

Photo:TSUBURAYA PRODUCTIONS

アワードを受ける鈴木オリエント・コーポレーションUSA社長

アワードを受けるリキ・伊藤さん（中央）

NY日系人会

華
や
か
に
晩
餐
会

創
設
1
１
８
周
年
記
念
し
ハ
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ
で

地
域
指
導
者
賞
に
鈴
木
、
伊
藤
両
氏

「
特
撮
の
神
様
」
殿
堂
入
り

Ｖ
Ｅ
Ｓ
功
労
賞
に
故
・
円
谷
英
二
氏

セットでウルトラマンに演技指導するありし日の円谷監督。
後方はバルタン星人

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.cosmeproud.com
https://www.samuraimama.com/
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（
16
）

　

こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本

の
ク
リ
ス
マ
ス

は
、
海か

い
が
い外

の
人
が
「
ち
ょ

っ
と
ふ
し
ぎ
」
と
感
じ
る

行ぎ
ょ
う
じ

事
の
ひ
と
つ
で
す
。
12

月が
つに

な
る
と
、
街ま

ち
は
ツ
リ

ー
や
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

で
華は

な
や
ぐ
の
は
同お

な
じ
で
す

が
、
家か

ぞ
く族

で
静し

ず
か
に
す
ご

す
よ
り
も
友と

も
だ
ち
や
パ
ー

ト
ナ
ー
と
出で
か
け
る
人ひ

と
も

多お
おく

い
ま
す
。
そ
の
た
め

街ま
ちは

と
て
も
賑に

ぎ
や
か
。
ま

た
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
チ

キ
ン
や
ケ
ー
キ
が
定

て
い
ば
ん番

で
、
特と

く
に
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

フ
ラ
イ
ド
チ
キ
ン
は
毎

ま
い
と
し年

行ぎ
ょ
う
れ
つ

列
が
出で

き来
る
ほ
ど
の

人に
ん
き気

で
す
。
お
店み

せ
や
街

ま
ち
な
か中

に
ケ
ー
キ
が
沢

た
く
さ
ん山

並な
ら

ぶ

の
も
日に

ほ
ん本

ら
し
い
光

こ
う
け
い景

で
す
。
日に

ほ
ん本

の
ク
リ
ス
マ

〜
日に
ほ
ん本
の
ク
リ
ス
マ
ス
〜

光こ
う
い
ん
や

陰
矢
の
如ご
と

し

・華やぐ　to become bright and festive
・独自　unique / original
・ミサ　Mass (Christian worship service)
・季節の風習　seasonal custom
・真理　truth
・早い　early(early in time)
・速い　fast,quick (fast in speed)
・速度　speed
・如し　like
・禅書 Zen book  
・「光陰矢の如し」と同じ意味の英語　　Time fl ies like an arrow

ス
は
、
楽た

の
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
独ど

く
じ自

の
文ぶ

ん
か化

と
な

り
ま
し
た
。
ミ
サ
や
礼

れ
い
は
い拝

に
行い

く
方か

た
も
い
ま
す
が
、

宗し
ゅ
う
き
ょ
う

教
に
と
ら
わ
れ
ず
、

だ
れ
も
が
楽た

の
し
め
る
季き

せ
つ節

の
風

ふ
う
し
ゅ
う

習
と
し
て
定

て
い
ち
ゃ
く

着
し
て

い
ま
す
。

（
長
久
保
美
奈
、
マ
ナ
ー

講
師
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

　

月つ
き
ひ日

が
過す
ぎ
て
い
く
の

は
弓ゆ

み
や矢

の
よ
う
に
早は

や
く
、

し
か
も
二に

ど度
と
戻も

ど
ら
な
い

と
い
う
真し

ん
り理

を
語か

た
っ
て
い

ま
す
。
同ど

う
じ時

に
「
時じ

か
ん間

は

大た
い
せ
つ

切
に
す
べ
き
で
あ
る
」

と
の
教お

し
え
に
な
っ
て
い

ま
す
。
中

ち
ゅ
う
ご
く国

13
世せ

い
き紀

の

禅ぜ
ん
し
ょ
し
ゅ
う

書
集
に
あ
る
言こ

と
ば葉

が
伝つ

た
わ
り
、
光こ

う
い
ん陰

の
光

ひ
か
り

は
「
日ひ

」、
陰い

ん
は
「
月つ

き
」

で
、
月つ

き
ひ日

や
歳さ

い
げ
つ月

の
こ

と
。
勘か

ん
ち
が違

い
し
そ
う
で
す

が
光

ひ
か
りの

速そ
く
ど度

は
速は

や
い
と
い

う
物ぶ

つ
り理

の
話

は
な
しで

は
あ
り
ま

せ
ん
。
如ご

と
し
は
、「
〜
の

よ
う
だ
」
を
表

あ
ら
わす

古こ
ご語

で
す
。「
今こ

と
し年

も
あ
と

2
週し

ゅ
う
か
ん

間
で
終お

わ
り
だ
。

光こ
う
い
ん
や

陰
矢
の
如ご

と
し
だ
な
…
。

来ら
い
ね
ん

年
は
も
っ
と
漢か

ん
じ字

を
覚お

ぼ

え
る
ぞ
！
」
な
ど
と
使つ

か
え

ま
す
。

本紙見出しに
見る2025年
NY版今年の
重大ニュース

【
２
月
】

■
「
不
法
移
民
狩
り
」　

移
民

社
会
に
影
（
２
月
１
日
号
）

　

１
月
28
日
、
米
移
民
取
り
締

ま
り
当
局
は
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
で

誘
拐
、
暴
行
、
窃
盗
容
疑
の
不

法
移
民
者
を
逮
捕
し
た
。
国
土

安
全
保
障
省
の
ク
リ
ス
テ
ィ

ー
・
ノ
ー
ム
新
長
官
が
発
表
し

た
。
摘
発
し
た
の
は
、
同
省
傘

下
の
米
移
民
税
関
捜
査
局
（
Ｉ

Ｃ
Ｅ
）
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
警

察
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
）。
前
週
か
ら

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
、
イ
リ
ノ
イ
州
シ
カ
ゴ

で
も
大
量
の
摘
発
が
始
ま
っ
て

い
る
。
さ
な
が
ら
冷
戦
期
の
ア

メ
リ
カ
の
１
９
５
０
年
代
初
め

の
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
「
赤
狩

り
」
の
再
来
を
思
い
起
こ
さ
せ

る
「
不
法
移
民
狩
り
」
が
始
ま

っ
た
。

【
３
月
】

■
津
田
和
夫
さ
ん
死
去　

国
連

国
際
学
校
で
教
鞭
（
３
月
1
日

号
）

　

国
連
国
際
学
校（
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｓ
）

で
長
年
、
日
本
語
を
教
え
、
ア

メ
リ
カ
北
東
部
で
の
中
等
日
本

語
教
育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て

親
し
ま
れ
た
津
田
和
男
さ
ん
が

２
月
18
日
未
明
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
自
宅
で
亡
く
な
っ
た
。
76

歳
だ
っ
た
。

■
米
公
務
員
の
大
量
解
雇　

続
々
通
知
で
大
混
乱　
（
３
月

1
日
号
）

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
１
月
の

就
任
初
日
に
大
統
領
令
で
マ
ス

ク
氏
を
ト
ッ
プ
と
す
る
Ｄ
Ｏ

Ｇ
Ｅ
（
ド
ー
ジ
）
こ
と
政
府

効
率
化
省
（Department of 

Government Effi  ciency

）
を

設
立
。
政
府
の
効
率
性
と
生
産

性
を
最
大
化
す
る
こ
と
」
と
し

て
お
よ
そ
３
０
０
万
人
を
擁
す

る
連
邦
政
府
職
員
の
削
減
計
画

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
る
。

手
始
め
と
し
て
１
月
29
日
、
２

月
６
日
ま
で
に
退
職
に
応
じ
れ

ば
９
月
30
日
ま
で
の
給
与
を
支

払
う
と
フ
ル
タ
イ
ム
の
連
邦
政

府
職
員
２
０
０
万
人
に
通
知
。

ワ
シ
ン
ト
ン
・
ポ
ス
ト
紙
に
よ

る
と
７
万
５
０
０
０
人
以
上
が

応
じ
た
。

【
４
月
】

■
外
国
人
登
録
を
厳
格
化　

グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
に
携
帯
義
務

（
４
月
16
日
号
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
９
日
、
米
国
に
お
け
る
外

国
人
登
録
義
務
等
の
厳
格
化
に

つ
い
て
在
留
邦
人
に
「
重
要
事

項
」
と
し
て
注
意
喚
起
し
た
。

内
容
に
は
４
月
11
日
以
降
、
米

国
永
住
権（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）

を
持
っ
て
い
る
者
は
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
を
常
時
携
帯
す
る
義
務

が
生
じ
る
な
ど
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。18
歳
以
上
の
外
国
人
は
、

国
土
安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）

が
発
行
す
る
登
録
証
明
書
（
Ｉ

ー
94
、
就
労
許
可
証
・
Ｅ
Ａ
Ｄ
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
等
）
を
常
時

携
帯
す
る
義
務
が
生
じ
る
。

【
５
月
】

■
沿
道
に
６
万
人　

ジ
ャ
パ
ン

パ
レ
ー
ド
（
５
月
17
日
号
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
の
感
謝
と

日
本
文
化
の
紹
介
、
日
系
社
会

の
連
帯
を
目
的
に
10
日
、
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
の
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー

ク
ウ
エ
ス
ト
で
ジ
ャ
パ
ン
パ

レ
ー
ド
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

た
。
今
年
で
４
回
目
と
な
る

こ
の
パ
レ
ー
ド
は
参
加
団
体

１
１
０
と
昨
年
よ
り
11
団
体
増

え
２
８
０
０
人
以
上
が
行
進
す

る
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
た
。

今
年
の
グ
ラ
ン
ド
・
マ
ー
シ
ャ

ル
に
選
ば
れ
た
ア
イ
ア
ン
シ
ェ

フ
で
知
ら
れ
る
森
本
正
治
さ
ん

が
パ
レ
ー
ド
先
頭
グ
ル
ー
プ
で

オ
ー
プ
ン
カ
ー
に
乗
り
沿
道
に

詰
め
か
け
た
約
６
万
人
の
観
衆

に
手
を
振
っ
て
応
え
た
。

■
帰
国
土
産
は
日
本
米　
「
日

本
よ
り
安
い
！（
５
月
24
日
号
）

　

日
本
国
内
で
、
全
国
的
な
米

不
足
で
、
価
格
高
騰
が
深
刻
化

し
て
い
る
一
方
で
、
米
国
で
は

日
本
の
お
米
が
安
く
買
え
る
と

い
う
こ
と
で
一
時
帰
国
の
際

に
、
日
本
か
ら
輸
入
さ
れ
た
日

本
米
を
お
土
産
に
持
っ
て
帰
る

人
が
出
始
め
て
い
る
。
日
本

で
５
月
５
日
か
ら
11
日
ま
で

の
銘
柄
米
は
５
キ
ロ
あ
た
り

４
４
３
４
円
で
前
週
比
36
円

値
上
げ
、
ブ
レ
ン
ド
米
は
同

３
８
９
５
円
で
同
54
円
の
値
上

が
り
。
イ
ン
フ
レ
が
続
く
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
日
系
食
料
品

ス
ー
パ
ー
で
、
日
本
か
ら
輸
入

さ
れ
た
米
が
24
ド
ル
（
１
ド
ル

１
５
０
円
換
算
で
３
６
０
０

円
）
な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
る
【
６
月
】

■
留
学
ビ
ザ
面
接
停
止
で
邦
人

留
学
生
路
頭
に（
６
月
７
日
号
）

　

ル
ビ
オ
米
国
務
長
官
は
５
月

27
日
、
世
界
各
地
の
米
国
大
使

館
に
対
し
、
大
学
留
学
な
ど
に

必
要
な
学
生
ビ
ザ
取
得
申
請
者

の
面
接
予
約
を
一
時
停
止
す
る

よ
う
命
じ
た
。「
反
ユ
ダ
ヤ
主

義
」
と
み
な
さ
れ
る
外
国
人
留

学
生
が
い
る
と
の
主
張
を
受

け
、
ビ
ザ
申
請
者
に
よ
る
交
流

サ
イ
ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
へ
の
投
稿

履
歴
の
審
査
を
厳
格
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
新
規

面
接
予
約
の
停
止
が
対
象
と
な

る
の
は
一
般
学
生
向
け
の
Ｆ
ビ

ザ
は
じ
め
、
職
業
研
修
・
訓
練

を
受
け
る
Ｍ
ビ
ザ
と
交
流
訪
問

者
向
け
の
Ｊ
ビ
ザ
も
含
ま
れ

る
。
小
中
高
生
や
大
学
院
生
を

含
む
あ
ら
ゆ
る
学
生
が
対
象
で

日
本
の
留
学
希
望
者
に
も
影
響

す
る
と
見
ら
れ
る
。

ビ
ザ
が
取
れ
な
い

連
邦
職
員
は
大
量
解
雇
の
悪
夢
未
だ
に

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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【
７
月
】

■
マ
ン
ザ
ナ
ー
強
制
収
容
所
史

跡　

反
米
展
示
警
告
標
識
設
置 

（
７
月
５
日
号
）

　

全
米
日
系
人
博
物
館
（
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
、
Ｊ
Ａ
Ｎ
Ｍ
）
は
６

月
18
日
、
第
二
次
世
界
対
戦
中

に
ア
メ
リ
カ
の
日
系
人
が
強
制

収
容
さ
れ
た
マ
ン
ザ
ナ
ー
国
定

史
跡
や
ミ
ニ
ド
カ
国
定
史
跡
を

含
む
国
定
史
跡
や
国
立
公
園
に

お
い
て
「
訪
問
者
に
ア
メ
リ
カ

史
を
批
判
す
る
内
容
と
み
な
さ

れ
る
情
報
」
を
報
告
す
る
よ
う

促
す
標
識
を
設
置
し
た
こ
と
を

非
難
し
た
。（Photo 

：Toyo 
Miyatake Studio

／Three 
Boys Behind Barbed W

ire, 
M

anzanar Internm
ent 

Camp

）
＝
写
真
左
＝
。

■
参
院
選
在
外
選
挙　

Ｎ
Ｙ

８
４
５
人
が
投
票　
（
７
月
23

日
号
）　

　

総
務
省
に
よ
る
と
第
27
回
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
に
伴
い
前

倒
し
で
実
施
さ
れ
た
在
外
投
票

の
投
票
者
数
は
、
選
挙
区
選
挙

が
２
万
７
０
１
１
人
、
比
例
代

表
選
挙
が
２
万
７
１
６
０
人
だ

っ
た
。
７
月
20
日
時
点
の
在
外

選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
は

10
万
４
３
１
人
で
、
投
票
率
は

選
挙
区
選
挙
が
26
・
9
％
、
比

例
代
表
選
挙
が
27
％
と
な
っ

た
。
各
在
外
公
館
調
べ
の
投
票

者
数
で
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総

領
事
館
が
８
４
５
人
と
全
米
の

在
外
公
館
で
は
ト
ッ
プ
で
、
内

訳
は
小
選
挙
区
が
８
３
２
人
、

比
例
代
表
が
８
４
４
人
。
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
の
在
外
選
挙
人
登

録
者
数
は
４
７
６
０
人
で
投
票

率
は
17
・
75
％
だ
っ
た
。

【
８
月
】

■
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
で
銃
乱
射　

警
官
ら
４
人
が
死
亡
（
８
月
２

日
号
）

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
７
月
28
日

午
後
６
時
半
ご
ろ
、
パ
ー
ク
街

52
丁
目
３
４
５
番
地
に
あ
る
44

階
建
て
高
層
ビ
ル
に
男
が
Ａ
Ｒ

15
ラ
イ
フ
ル
銃
を
持
っ
て
侵
入

し
て
銃
を
乱
射
し
、
５
人
が
撃

た
れ
、
警
察
官
を
含
む
４
人
が

死
亡
し
た
。
容
疑
者
は
ビ
ル
内

の
オ
フ
ィ
ス
33
階
で
自
殺
し

た
。
ア
ダ
ム
ス
市
長
が
同
日
夜

記
者
会
見
し
、
容
疑
者
は
ネ
バ

ダ
州
か
ら
来
た
27
歳
の
男
で
、

名
前
はSHANE TAMURA 

で

犯
行
動
機
は
捜
査
中
と
し
た
。

■
イ
チ
ロ
ー
殿
堂
入
り　

英
語

ス
ピ
ー
チ
話
題
に （
８
月
2
日

号
）

　

マ
リ
ナ
ー
ズ
な
ど
で
通
算

３
０
８
９
安
打
を
放
ち
日
本
人

で
初
め
て
米
国
野
球
殿
堂
入
り

し
た
イ
チ
ロ
ー
氏（
51
＝
本
名
・

鈴
木
一
朗
。
元
マ
リ
ナ
ー
ズ
な

ど
）
が
７
月
27
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
ク
ー
パ
ー
ズ
タ
ウ
ン
で

の
式
典
に
出
席
し
、
英
語
で
19

分
間
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
っ
た
。

米
メ
デ
ィ
ア
は
そ
の
ス
ピ
ー
チ

の
素
晴
ら
し
さ
を
相
次
い
で
報

じ
た
。

【
９
月
】

■
Ｈ
１
ビ
ザ
取
得
に
10
万
ド
ル

新
規
雇
用
企
業
に
手
数
料
（
９

月
27
日
号
）

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
は
19

日
、
専
門
技
術
を
持
つ
外
国
人

向
け
の
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
申
請
に
つ

い
て
、
雇
用
主
の
企
業
に
年

10
万
ド
ル
の
手
数
料
を
課
す
大

統
領
令
に
署
名
、
21
日
か
ら
発

効
し
た
。
Ｈ
１
Ｂ
ビ
ザ
申
請
に

は
こ
れ
ま
で
抽
選
登
録
料
の

２
１
５
ド
ル
と
、
雇
用
主
が

提
出
す
る
請
願
書
の
申
請
料

７
８
０
ド
ル
だ
っ
た
が
、
こ
れ

ら
に
加
え
て
10
万
ド
ル
が
必
要

と
な
る
。
適
用
さ
れ
る
の
は
新

規
の
ビ
ザ
だ
け
で
、
ビ
ザ
の
更

新
や
す
で
に
ビ
ザ
を
持
っ
て
い

る
人
に
10
万
ド
ル
の
手
数
料
は

必
要
な
い
。

■
報
道
関
係
者
滞
在
ビ
ザ
は

２
４
０
日 （
９
月
14
日
号
）

　

米
国
土
安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ

Ｓ
）
は
８
月
27
日
、
留
学
生
向

け
の
Ｆ
ビ
ザ
、
交
流
訪
問
者
向

け
の
Ｊ
ビ
ザ
、
外
国
メ
デ
ィ
ア

関
係
者
向
け
の
Ｉ
ビ
ザ
に
つ
い

て
、「
滞
在
期
間
を
固
定
制
に

変
更
す
る
」
新
た
な
規
制
案
を

公
表
し
た
。
こ
れ
ま
で
学
籍
・

雇
用
期
間
な
ど
に
応
じ
て
柔
軟

に
滞
在
可
能
と
し
て
い
た
「
ス

テ
ー
タ
ス
有
効
期
間
」
方
式
を

廃
止
し
、
上
限
付
き
の
滞
在
に

改
め
る
。
具
体
的
に
は
、
Ｆ
ビ

ザ
お
よ
び
Ｊ
ビ
ザ
は
最
長
４
年

間
、
Ｉ
ビ
ザ
は
国
籍
別
に
制
限

さ
れ
、
一
般
の
外
国
人
報
道
関

係
者
は
２
４
０
日
で
、
中
国
国

籍
者
は
90
日
ま
で
と
す
る
。

【
10
月
】

■
米
政
府
機
関
一
時
閉
鎖　

連

邦
職
員
の
給
与
停
止
（
10
月
４

日
号
）

　

米
連
邦
政
府
は
10
月
1
日
か

ら
始
ま
る
新
会
計
年
度
を
前

に
、議
会
で
予
算
が
成
立
せ
ず
、

政
府
の
一
部
期
間
が
閉
鎖
さ
れ

た
。
現
行
の
予
算
は
９
月
30
日

深
夜
に
失
効
し
た
。
そ
れ
ま
で

に
与
野
党
が
妥
協
で
き
な
か
っ

た
た
め
政
府
閉
鎖
と
な
っ
た
。

閉
鎖
が
現
実
と
な
り
約
30
万
人

が
給
与
停
止
に
直
面
し
、
不
可

欠
業
務
に
従
事
す
る
法
執
行
官

ら
は
無
給
で
勤
務
を
強
い
ら
れ

る
。
航
空
管
制
官
や
交
通
保
安

局
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）
の
訓
練
が
停
止

し
、
人
員
不
足
に
拍
車
が
か
か

る
懸
念
が
あ
る
。

■
眞
子
さ
ん
表
紙
に
タ
ウ
ン
＆

カ
ン
ト
リ
ー
誌（
10
月
25
日
号
）

　

米
誌
『
タ
ウ
ン
＆
カ
ン
ト
リ

ー
』
が
、
秋
篠
宮
家
の
長
女
、

小
室
眞
子
・
元
内
親
王
を
特
集

記
事
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
同

誌
は
１
８
４
６
年
創
刊
の
老
舗

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
誌
で
、
読
者

に
は
上
流
階
級
や
富
裕
層
が
多

い
。
そ
ん
な
同
誌
が
表
紙
に
眞

子
さ
ん
を
載
せ
た
10
月
号
が
米

書
店
の
店
頭
に
並
ん
だ
＝
写
真

＝
。
日
本
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
居
を
移
し
た
経
緯
と
夫
の
圭

さ
ん
と
の
米
国
で
の
暮
ら
し
ぶ

り
を
記
事
で
紹
介
し
て
い
る
。

【
11
月
】

■
Ｎ
Ｙ
市
長
に
マ
ム
ダ
ニ
氏　

若
者
層
が
支
持
、
連
邦
政
府
敵

に(

11
月
８
日
号
）

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
市
長
選
挙

は
4
日
、
投
開
票
さ
れ
、
急
進

左
派
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
下
院

議
員
の
民
主
党
候
補
ゾ
ー
ラ

ン
・
マ
ム
ダ
ニ
氏
（
34
）
が
初

当
選
し
た
。
イ
ン
ド
系
移
民
で

ア
フ
リ
カ
東
部
の
ウ
ガ
ン
ダ
生

ま
れ
の
マ
ム
ダ
ニ
氏
は
、
家
賃

値
上
げ
の
凍
結
や
市
営
ス
ー
パ

ー
の
導
入
と
い
っ
た
生
活
コ
ス

ト
低
減
政
策
を
掲
げ
、
物
価
上

昇
に
苦
し
む
若
年
層
を
中
心
に

支
持
を
集
め
た
。
民
主
党
の
今

後
の
方
向
性
に
つ
い
て
議
論
が

予
想
さ
れ
る
。マ
ム
ダ
ニ
氏
は
、

全
米
最
都
市
の
市
長
と
し
て
は

最
も
若
い
人
物
と
な
る
。
南
ア

ジ
ア
系
の
人
物
と
し
て
、
そ
し

て
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
し
て
も
初

め
て
こ
の
役
職
に
就
く
こ
と
に

も
な
り
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
政

で
歴
史
的
な
選
挙
結
果
と
な
っ

た
。

■
能
と
歌
舞
伎
の
共
演　

日
本

の
伝
統
芸
能
に
大
喝
采
（
11
月

22
日
号
）

　

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
で
14
日

夜
、
日
本
の
伝
統
芸
能
「
歌
舞

伎
」
と
「
能
」
を
融
合
し
た

特
別
公
演
「An Evening of 

Traditional Japanese Arts

」

が
行
わ
れ
た
。
圧
巻
は
、「
三

響
会
版
・
獅
子
」
で
観
世
喜
正

が
能
の
、
歌
舞
伎
俳
優
の
中
村

隼
人
が
歌
舞
伎
の
獅
子
と
な
っ

て
海
外
同
一
演
目
で
並
び
立
つ

と
い
う
前
代
未
聞
の
舞
台
を
披

露
し
、
同
大
ホ
ー
ル
２
０
０
０

席
完
売
の
客
席
か
ら
ス
タ
ン
デ

ィ
ン
グ
オ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
大
喝

采
を
浴
び
た
。

【
12
月
】

■
サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー
ド
・
ソ
ウ

ル
が
20
周
年
記
念
公
演(

12
月

６
日
号
）　

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点
と
す

る
サ
ム
ラ
イ
演
劇
カ
ン
パ
ニ

ー
、
サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー
ド
・
ソ

ウ
ル
は
、
12
月
3
日
か
ら
7

日
（
日
）
ま
で
創
立
20
周
年
を

記
念
し
た
最
新
舞
台
『DON’T 

CRY MY FRIEND (

泣
か
な

い
で
、
友
よ)

』
を
好
評
上
演

中
だ
。総
合
演
出
は
ヨ
シ
天
尾
。

本
作
は
、日
本
の
二
大
民
話「
浦

島
太
郎
」
と
「
泣
い
た
赤
鬼
」

を
原
案
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

サ
ム
ラ
イ
演
劇
。

激動の日常守る日系社会
海
外
生
活
も
心
は
日
本

（Photo ：Toyo Miyatake Studio ／ Three Boys Behind 
Barbed Wire, Manzanar Internment Camp）
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「
今
年
の
書
籍
」を
発
表

   

最
も
発
音
が
難
し
い
単
語

「
マ
ム
ダ
ニ
」
も
高
難
度

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
（
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
）
は
11
月
20
日
、
今
年
話
題

と
な
っ
た
作
品
を
含
む
図
書
館

員
が
厳
選
し
た
恒
例
の
「
ベ
ス

ト
・
ブ
ッ
ク
ス
・
オ
ブ
・
ザ
・

イ
ヤ
ー
」
リ
ス
ト
を
公
表
し

た
。
毎
年
、
80
人
以
上
の
同
図

書
館
員
が
文
学
的
な
卓
越
性
、

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
重
視
し
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
が
懇
願
す
る

と
思
わ
れ
る
書
籍
を
何
千
冊

　

今
週
は
当
社
の
障
害
施
設
の

住
民
（
利
用
者
）
の
お
ひ
と
り

に
相
当
時
間
を
か
け
た
対
応
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
１
週
間
で

し
た
。
ご
本
人
も
「
暴
力
は
い

け
な
い
」
と
分
か
っ
て
い
る
の

に
、妄
想
や
幻
聴
に
悩
ま
さ
れ
、

ど
う
し
て
も
暴
力
を
し
て
し
ま

う
。
そ
ん
な
利
用
者
を
、
ど
う

支
え
る
か
―
―
そ
の
問
い
に
正

面
か
ら
向
き
合
う
仕
組
み
づ
く

り
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
「
暴
れ
た
ら
止
め

る
」「
危
な
い
人
は
入
院
さ
せ

る
」
と
い
う
発
想
が
中
心
で
し

た
。
今
は
、
薬
物
療
法
や
認
知

行
動
療
法
で
症
状
を
安
定
さ
せ

つ
つ
、「
な
ぜ
暴
力
に
至
る
の

か
」
を
丁
寧
に
分
析
し
、
不
安

や
混
乱
を
減
ら
す
こ
と
に
軸
足

を
移
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
幻
聴
に
追
い
詰
め
ら
れ
る

前
の
サ
イ
ン
を
捉
え
、
早
め
に

声
か
け
や
休
息
を
促
す
な
ど
、

「
未
然
に
高
ぶ
り
を
下
げ
る
支

援
」
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
社
も
全
部
の
職
員
に
強
度

行
動
障
害
に
関
す
る
専
門
研
修

を
実
践
し
、一
人
ひ
と
り
に「
個

別
支
援
計
画
」
を
作
成
し
て
い

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、「
暴
力
や

自
傷
は
ダ
メ
」
と
言
う
前
に
、

そ
の
背
景
に
あ
る
不
安
・
感
覚

過
敏
・
誤
解
な
ど
を
整
理
し
、

「
代
わ
り
に
こ
う
し
よ
う
」
と

い
う
行
動
（
ク
ー
ル
ダ
ウ
ン
の

場
所
へ
移
る
、
言
葉
や
カ
ー
ド

で
訴
え
る
等
）
を
試
し
て
は
い

ま
す
。
部
屋
や
廊
下
に
、「
暴

力
禁
止
」
で
は
な
く
「
優
し
く

触
ろ
う
」「
静
か
に
話
そ
う
」

と
い
っ
た
肯
定
的
な
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
を
掲
示
し
、
生
活
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
も
絵
や
写
真
で
見
え
る

化
し
よ
う
と
押
し
付
け
に
な
ら

な
い
よ
う
に
さ
り
げ
な
く
掲
示

し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
て
「
伝

わ
ら
な
い
イ
ラ
イ
ラ
」
を
減
ら

す
工
夫
と
し
て
定
着
さ
せ
、
ク

ー
ル
ダ
ウ
ン
用
の
た
め
に
自
分

で
ゆ
っ
た
り
で
き
る
部
屋
を
用

意
し
、
そ
こ
へ
自
分
で
移
動
で

き
る
よ
う
練
習
す
る
取
り
組
み

も
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
障
害

施
設
な
ら
で
は
の
取
り
組
み
で

す
。
医
療
機
関
で
は
、
い
ま
だ

に
「
落
ち
着
き
が
な
い
か
ら
鎮

静
剤
」「
不
穏
状
態
が
続
く
か

ら
保
護
室
に
鍵
を
つ
け
て
居
て

も
ら
う
」
等
の
手
法
が
多
い
よ

う
で
す
。
本
人
も
「
そ
の
方
が

最
善
の
方
法
だ
」
と
な
か
ば
諦

め
て
も
お
ら
れ
る
よ
う
で
す
。

つ
ま
り
開
放
的
な
障
害
施
設
よ

り
も
縛
り
の
多
い
医
療
機
関
の

方
が
安
心
す
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
い
い
の
で
し
ょ

う
か
？
医
療
機
関
も
我
々
障
害

施
設
も
ご
両
親
も
、
ひ
い
て
は

本
人
も
「
危
な
く
な
ら
な
い
よ

う
に
環
境
と
関
わ
り
方
を
変
え

る
」
こ
と
で
、「
自
分
が
変
化

し
て
い
く
覚
悟
」
が
必
要
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
た
め
、
毎
月
の
よ
う

に
「
な
ぜ
こ
の
行
動
が
起
き
た

の
か
」
を
振
り
返
る
施
設
内
や

本
院
、
ご
両
親
と
の
話
し
合
い

を
行
い
、
薬
の
調
整
だ
け
で
な

く
、
職
員
の
声
か
け
や
部
屋
の

使
い
方
ま
で
見
直
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
緊
急
時
は
医
療
機

関
と
連
携
し
つ
つ
も
、
あ
く
ま

で
一
時
的
な
対
応
に
留
め
、
普

段
の
生
活
で
の
安
心
感
づ
く
り

を
重
要
視
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん

な
努
力
や
環
境
の
改
善
も
虚
し

く
、
11
月
21
日
〜
12
月
２
日
ま

で
に
２
回
も
入
退
院
を
繰
り
返

し
、
12
月
３
日
、
や
む
を
え

ず
、
３
回
目
の
入
院
。
今
回
は

主
治
医
の
指
示
で
「
１
か
月
以

上
」
の
処
置
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
こ
の
方
は
結
局
、

２
０
２
５
年
は
２
か
月
半
し
か

一
般
社
会
（
施
設
）
で
暮
ら
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

９
か
月
半
は
幽
閉
さ
れ
た
医
療

機
関
で
の
生
活
。
も
う
あ
っ
ち

の
生
活
が
好
き
な
の
か
も
し
れ

な
い
と
思
う
と
涙
が
出
て
き
ま

し
た
。（
泣
）

　

今
の
世
の
中
、
数
年
前
よ
り

も
、
こ
の
よ
う
な
難
度
の
高
い

精
神
障
害
の
方
が
増
え
て
き
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
多
く
の

自
治
体
で
も
、
そ
の
現
状
を
知

っ
た
上
で
、
強
度
行
動
障
害
の

あ
る
方
が
普
通
の
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
「
支
え
る
仕
組
み
」

へ
の
取
り
組
み
の
輪
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
私
も
こ
う
し
た
現

場
に
身
を
置
き
な
が
ら
、「
暴

力
を
す
る
人
」
で
は
な
く
「
不

安
と
闘
っ
て
い
る
人
」
と
し
て

関
わ
る
日
本
の
福
祉
の
変
化
を

肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。
も
し
か

し
た
ら
、
日
本
の
人
権
擁
護
の

考
え
方
は
先
進
で
は
な
く
、
後

進
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で

も
、
将
来
、
こ
の
こ
と
が
高
齢

に
な
っ
た
両
親
の
認
知
症
や
、

自
分
が
当
事
者
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
こ
と
。
私
が
皆

さ
ん
に
伝
え
た
い
の
は
、「
日

本
の
介
護
・
障
害
福
祉
は
、
行

動
の
奥
に
あ
る
心
の
叫
び
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
方
向
へ
、
着

実
に
進
化
し
て
い
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

完
璧
で
は
な
く
、
道
半
ば
で

は
あ
り
ま
す
が
、「
安
心
し
て

居
ら
れ
る
場
所
を
作
り
た
い
」

「
今
こ
こ
が
居
ら
れ
る
場
所
に

し
た
い
」
と
い
う
思
い
と
仕
組

み
を
確
実
に
育
て
よ
う
と
す
る

文
化
が
醸
成
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
こ
と
。
こ
れ
は
間
違
い
な

い
と
言
え
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
で

起
き
て
い
る
こ
の
よ
う
な
身
近

な
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ま
た
教
え

て
欲
し
い
で
す
。
少
し
で
も
解

　

語
学
学
習
ア
プ
リ
の
バ
ベ
ル

と
映
像
字
幕
制
作
の
キ
ャ
プ
シ

ョ
ニ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
は
４
日
、

パ
リ
の
美
術
館
「
ル
ー
ブ
ル
」

や
「
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ
ニ
」

次
期
Ｎ
Ｙ
市
長
な
ど
、
米
国
人

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
や
政
治
家
、

著
名
人
が
今
年
の
ニ
ュ
ー
ス
で

最
も
発
音
に
苦
労
し
た
名
前
や

単
語
の
リ
ス
ト
を
発
表
し
た
。

　

バ
ベ
ル
社
は
、
初
の
ア
フ
リ

も
の
な
か
か
ら
選
ん
で
い
る
。

２
０
２
５
年
度
の
リ
ス
ト
は
大

人
向
け
50
作
品
、
若
者
向
け
50

作
品
、子
供
向
け
１
０
０
作
品
、

子
供
向
け
ス
ペ
イ
ン
語
25
作
品

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。　

大
人

向
け
作
品
は
日
系
米
国
人
作
家

ケ
イ
テ
ィ
・
キ
タ
ム
ラ
氏
の『
オ

ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
』、
11
月
19
日

に
全
米
図
書
賞
を
受
賞
し
た
オ

マ
ー
・
エ
ル
・
ア
ッ
カ
ド
氏
の

カ
出
身
者
で
初
の
イ
ス
ラ
ム
教

徒
、
初
の
東
南
ア
ジ
ア
に
ル
ー

ツ
を
持
つ
次
期
市
長
の
名
前
の

発
音
は
「zoh-RAHN mam-

DAH-nee

」
で
あ
る
べ
き
だ
が

「Mamdani

」
の
Ｍ
と
Ｎ
が
入

れ
違
え
て
発
音
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
と
指
摘
し
て
い
る
。

マ
ム
ダ
ニ
氏
は
市
長
選
中
に
自

身
の
名
前
に
つ
い
て
「
正
し
く

発
音
し
よ
う
と
し
て
間
違
っ
て

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
ワ
ン
・

デ
ー
、
エ
ブ
リ
ワ
ン
・
ウ
ィ
ル
・

ハ
ブ
・
オ
ー
ル
ウ
エ
ー
ズ
・
ビ

ー
ン
・
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
・
デ
ィ

ス
』
も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

同
リ
ス
ト
の
作
品
は
す
べ
て

ブ
ロ
ン
ク
ス
、マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
、

ス
タ
テ
ン
島
の
分
館
で
借
り
る

こ
と
が
で
き
る
が
、
同
図
書
館

は
今
年
初
め
て
、
人
気
作
品
を

待
た
ず
に
読
め
る
よ
う
大
人
向

し
ま
う
の
は
気
に
し
な
い
が
、

意
図
的
に
間
違
っ
た
発
音
を
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
」
と
話
し
て

い
る
。

　

10
月
に
窃
盗
団
が
宝
飾
品
を

盗
難
し
た
世
界
で
最
も
来
館
者

が
多
い
美
術
館
の
発
音
に
つ
い

て
はLOOV-ruh

だ
が
、
英
語

話
者
に
と
っ
てruh

を
極
力
控

え
め
に
発
す
る
こ
と
は
難
し
い

と
い
う
。

　

同
リ
ス
ト
に
は
そ
の
ほ
か
、

け
11
作
品
、
若
者
、
子
供
、
ス

ペ
イ
ン
語
子
供
向
け
各
５
作
品

を
12
月
31
日
ま
で
、
会
員
を
対

象
に
無
制
限
の
電
子
書
籍
貸
し

出
し
を
同
図
書
館
の
ア
プ
リ
で

提
供
し
て
い
る
。

　

ま
た
ス
タ
ブ
ロ
ス
・
ニ
ア

ル
コ
ス
財
団
図
書
館
（
５
番

街
４
５
５
番
地
）、
ブ
ロ
ン
ク

ス
図
書
館
セ
ン
タ
ー
（310 E 

Kingsbridge Rd

）、
そ
し
て

ス
タ
テ
ン
島
の
セ
ン
ト
・
ジ
ョ

ー
ジ
図
書
館
セ
ン
タ
ー
で
リ
ス

ト
内
の
一
部
の
書
籍
を
無
料
で

配
布
、
特
別
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
い
る
。
詳
細
は
公
式
サ
イ

トhttps://www.nypl.org

を

参
照
す
る
。

ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

が
決
定
的
な
証
拠
が
な
い
の
に

も
関
わ
ら
ず
妊
婦
の
過
剰
摂
取

は
生
ま
れ
て
く
る
子
供
の
自
閉

症
に
つ
な
が
る
と
発
言
し
た

時
に
、
ろ
れ
つ
が
回
ら
ず
コ

メ
デ
ィ
ア
ン
た
ち
の
笑
い
の

ネ
タ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
鎮

痛
薬
名
「acetaminophen

」、

２
０
２
１
年
に
妻
と
息
子
を

射
殺
し
た
事
件
が
ド
ラ
マ
化

さ
れ
た
サ
ウ
ス
・
カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
マ
ー

ド
ー
元
著
名
弁
護
士
の
名
字

「Murdaugh

」、
ダ
イ
エ
ッ
ト

目
的
で
も
話
題
と
な
っ
た
２
型

糖
尿
病
治
療
薬
「Mounjaro

」

も
含
ま
れ
て
い
る
。

　

今
、
日
本
で
話
題
と
問
題
に

な
っ
て
い
る
も
の
の
ひ
と
つ
に

「
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
」
が
あ
り
ま

す
。
な
ん
と
、
わ
た
し
の
友
人

の
家
族
で
引
っ
掛
か
っ
た
人
も

い
れ
ば
、
仲
間
で
引
っ
掛
か
り

そ
う
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

　

引
っ
掛
か
っ
た
男
性
は
、
異

業
種
交
流
会
で
知
り
合
っ
た
女

性
と
仲
良
く
な
っ
て
、
そ
の
女

性
と
結
婚
ま
で
考
え
て
い
た
そ

う
で
す
。
そ
し
て
、彼
女
が「
わ

た
し
も
投
資
し
て
い
る
」「
老

後
を
考
え
た
ら
、
お
金
が
あ
る

方
が
良
い
」
と
誘
わ
れ
て
彼
女

に
言
わ
れ
る
ま
ま
口
座
を
開
い

た
ら
し
い
。
最
初
は
お
金
が
増

え
て
有
頂
天
に
な
っ
て
い
た
け

れ
ど
、
引
き
出
そ
う
と
し
た
ら

引
き
出
せ
な
か
っ
た
。
で
も
、

途
中
で
家
族
が
「
お
か
し
い
」

と
、
止
め
よ
う
と
し
て
も
、
本

人
は
、「
彼
女
が
騙
す
は
ず
な

い
」
と
聞
か
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
被
害
総
額
は
数
千
万
と
い

う
こ
と
で
す
。

　

引
っ
掛
か
ら
な
か
っ
た
男
性

も
危
う
く
引
っ
掛
か
る
と
こ
ろ

だ
っ
た
ら
し
い
。
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
で
知
り
合
っ
た
女
性
と

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
交
換
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
し
て
い
る
う
ち
に
、「
わ
た

し
、
投
資
し
て
い
る
」
と
言
わ

れ
て
、
彼
女
と
親
し
く
な
り
た

く
て
投
資
の
勉
強
を
始
め
た
と

こ
ろ
「
こ
ち
ら
に
口
座
を
開
設

す
る
と
い
い
よ
」
と
薦
め
ら
れ

た
そ
う
で
す
。
う
ま
く
開
設
で

き
な
く
て
困
っ
て
い
る
と
こ
ろ

に
彼
女
か
ら
電
話
。
明
ら
か
に

日
本
人
じ
ゃ
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
「
お
か
し
い
」
と
気
づ

い
た
ら
し
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
相
手
の

写
真
と
か
は
、
は
ん
な
り
可
愛

か
っ
た
り
、
美
人
だ
っ
た
り
イ

ケ
メ
ン
で
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
な
ど

も
素
晴
ら
し
い
そ
う
で
す
。

　

わ
た
し
も
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
…
…
。

大
谷
由
里
子
：
１
９
６
３
年
、

奈
良
県
生
ま
れ
。
吉
本
興
業
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
経
て
、
人
材
活

性
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。「
笑
い
」

を
取
り
入
れ
た
人
材
育
成
が
話

題
に
。
著
書
に
「
元
気
セ
ラ
ピ

ー
（
Ｋ
Ｋ
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
ズ
）」

「
は
じ
め
て
講
師
を
頼
ま
れ
た

ら
読
む
本
（
中
経
出
版
）」
な

ど
多
数
。

「
ロ
マ
ン
ス
詐
欺
に

注
意
」

309

215

暴
力
と
ど
う
向
き
合
う
か

決
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
で
す
。

西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟　

大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
あ
ら
ゆ
る
専
門
家

と
連
携
し
て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
を
行
っ
て
い
る
読
者
の
疑

問
、
悩
み
、
日
本
の
社
会
保
障

（
介
護
・
医
療
・
年
金
・
雇
用
等
）

制
度
に
関
す
る
質
問
や
相
談
は

info@helpz.jp

ま
で
。

楽しい
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！中売発賛絶』鐘の和平くなつでンイコ『本絵 
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

lleB ecaeP NU eht fo yrotS ehT 
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

語
物
の
人
本
日
た
し
贈
寄
を
鐘
に
部
本
連
国

店書下地部本連国：店い扱取 
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

在
Ｎ
Ｙ
日
本
国
総
領
事
館 

は
、「
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン

の
安
全
対
策
等
」
と
し
て
注

意
喚
起
を
促
し
た
。

●
11
月
末
の
感
謝
祭
か
ら
新

年
に
至
る
ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ

ン
は
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
う
。

人
流
の
拡
大
に
伴
い
、
各
種

犯
罪
や
テ
ロ
の
リ
ス
ク
も
高

ま
る
の
で
、
外
出
の
際
は
周

囲
の
状
況
に
注
意
を
払
う
な

ど
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
。

人
混
み
で
は
ス
リ
や
置
き
引

き
な
ど
の
一
般
犯
罪
被
害
の

ほ
か
、
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
や

暴
力
被
害
、
さ
ら
に
は
テ
ロ

な
ど
不
測
の
事
態
が
発
生
す

る
危
険
性
が
高
ま
る
の
で
、

最
新
情
報
の
入
手
に
努
め
、

外
出
の
際
は
周
囲
の
状
況
に

十
分
注
意
を
払
う
。

●
ま
た
最
近
、
電
話
や
テ
キ

ス
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
詐

欺
事
案
が
再
び
増
加
し
て
い

る
。
万
が
一
不
審
な
電
話
を

受
け
た
場
合
に
は
、
一
旦
電

話
を
切
っ
て
家
族
や
知
人
ま

た
は
警
察
に
相
談
す
る
な
ど

慎
重
な
対
応
を
心
が
け
る
。

●
飲
酒
運
転
や
不
法
就
労
等

の
法
令
違
反
は
、
逮
捕
・
罰

金
の
み
な
ら
ず
、
査
証
・
滞

在
資
格
が
取
り
消
さ
れ
、
国

外
退
去
と
な
り
、
そ
の
後
再

入
国
禁
止
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
、
米
国
滞
在
中
は

米
国
の
法
令
を
遵
守
す
る
。

年
末
年
始
は
ご
用
心

https://www.nypl.org
https://www.nypl.org
https://www.nypl.org
https://www.nypl.org
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
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円
谷
英
二
氏
殿
堂
入
り　

昨
年
12
月
４
日
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
路
上
で
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド

ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
ブ
ラ

イ
ア
ン
・
ト
ン
プ
ソ
ン
氏
を
殺

害
し
た
罪
で
起
訴
さ
れ
た
ル

イ
ー
ジ
・
マ
ン
ジ
オ
ー
ニ
被

告
（
26
歳
）
の
公
判
前
審
問
が

今
月
１
日
か
ら
Ｎ
Ｙ
で
始
ま
っ

た
。
被
告
の
弁
護
団
は
裁
判
を

前
に
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
州
で

逮
捕
さ
れ
た
際
に
収
集
さ
れ
た

　

株
式
会
社
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ

ョ
ン
の
創
業
者
、
円
谷
英
二

氏
が
Ｖ
Ｅ
Ｓ
（Visual Eff ects 

Society

）
の
生
涯
功
労
賞
で

あ
る“Hall of Fame”

（
殿
堂

入
り
）
に
選
出
さ
れ
、
11
月
7

日
に
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
の
ソ
ニ

ー
・
ピ
ク
チ
ャ
ー
ズ
・
イ
メ
ー

ジ
ワ
ー
ク
ス
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
た
。
株
式
会
社
円
谷
プ
ロ
ダ

ク
シ
ョ
ン 

代
表
取
締
役
社
長 

永
竹
正
幸
氏
が
円
谷
英
二
氏
の

遺
族
の
代
理
と
し
て
登
壇
し

た
。　
　
　
　
（
３
面
に
記
事
）

　

円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
代
表

取
締
役
社
長
、
永
竹
正
幸
氏
の

ス
ピ
ー
チ
は
次
の
通
り
。

　

本
日
、
円
谷
英
二
の
Ｖ
Ｅ
Ｓ

殿
堂
入
り
と
い
う
歴
史
的
な
瞬

間
に
立
ち
会
わ
せ
て
い
た
だ

き
、
大
変
光
栄
に
思
い
ま
す
。

円
谷
英
二
が
60
年
以
上
前
に
創

業
し
た
円
谷
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン

を
代
表
し
、
ご
家
族
の
皆
様
、

Ｖ
Ｅ
Ｓ
の
関
係
者
、
そ
し
て
こ

の
殿
堂
入
り
に
関
わ
っ
た
全
て

の
方
々
に
、
心
よ
り
お
祝
い
と

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
観
て
い
る
人
た
ち
に
喜
び

や
驚
き
を
与
え
た
い
。
そ
の
喜

び
や
驚
き
を
糧
に
、
想
像
す
る

喜
び
、
未
来
に
向
か
う
希
望
、

平
和
や
愛
を
願
う
優
し
さ
な
ど

を
育
ん
で
も
ら
い
た
い
」
円
谷

英
二
は
、
常
に
作
品
を
通
じ
て

こ
の
想
い
を
伝
え
よ
う
と
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
想
い
を
形
に
す
る
た
め

に
、
彼
は
「
空
想
の
力
」
を
駆

使
し
、
１
９
５
４
年
の
『
ゴ
ジ

ラ
』
や
、
66
年
に
始
ま
り
今
な

お
続
く
『
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
』
シ

リ
ー
ズ
な
ど
、
革
新
的
な
作
品

を
数
多
く
生
み
出
し
ま
し
た
。

彼
の
作
品
は
、
世
界
中
の
映
画

制
作
者
に
多
大
な
影
響
を
与
え

続
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
殿
堂
入
り
は
、
円
谷

英
二
の
功
績
を
、
単
に
技
術
的

な
面
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
境
や

時
代
を
超
え
て
未
来
の
ク
リ
エ

イ
タ
ー
た
ち
に
影
響
を
与
え
続

け
る
普
遍
的
な
イ
ン
ス
ピ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
源
泉
と
し
て
位
置
づ

け
、
称
え
る
も
の
で
す
。

　

改
め
ま
し
て
、
Ｖ
Ｅ
Ｓ
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
こ
の
素
晴
ら
し

い
栄
誉
に
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
（
原
文
ま
ま
） 　

米
運
輸
保
安
庁
（
Ｔ
Ｓ
Ａ
）

は
１
日
、身
分
証
明
書
「REAL 

ID

」
お
よ
び
受
諾
可
能
な
本
人

確
認
を
所
持
し
な
い
米
国
内

渡
航
者
の
搭
乗
費
用
と
し
て

２
０
２
６
年
２
月
１
日
か
ら
45

ド
ル
を
課
す
こ
と
を
発
表
し

た
。

　

同
代
替
身
元
確
認
制
度

「Confi rm.ID

」
は
、
空
港
で

有
効
な
身
分
証
明
書
を
所
持
し

て
い
な
い
、
提
示
で
き
な
い
、

Ｉ
Ｄ
が
承
認
さ
れ
な
い
渡
航
者

は
、
手
数
料
を
支
払
う
こ
と
で

保
安
検
査
を
通
過
で
き
る
。
１

回
の
支
払
い
で
、
10
日
間
内
で

あ
れ
ば
複
数
回
渡
航
が
可
能
と

な
る
。

　

Ｔ
Ｓ
Ａ
は
、REAL ID

を
所

持
し
て
い
な
い
す
べ
て
の
渡
航

者
に
対
し
、
最
寄
り
の
車
両
管

理
局
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ
）
で
Ｉ
Ｄ
の
更

新
を
行
う
よ
う
促
し
て
い
る
。

今
年
５
月
に
執
行
し
たREAL 

ID

法
は
、
18
歳
以
上
を
対
象

に
、
国
内
線
の
搭
乗
や
特
定
の

連
邦
政
府
機
関
な
ど
の
入
館
時

に
一
定
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準

を
満
た
し
た
身
分
証
明
の
定
時

を
義
務
付
け
て
い
る
。
執
行
当

初
は
手
数
料
と
し
て
18
ド
ル
を

検
討
し
て
い
た
が
、
１
５
０
％

増
の
45
ド
ル
に
決
定
し
た
。

　

Ｔ
Ｓ
Ａ
は
同
代
替
身
元
確
認

制
度
「Confi rm.ID

」
の
導
入

の
目
的
に
つ
い
て
テ
ィ
ー
ブ
・

ロ
リ
ン
ツ
上
級
副
長
官
代
理
は

「
す
べ
て
は
保
安
強
化
の
た
め
」

と
し
「
手
数
料
は
顔
認
証
な
ど

個
人
の
身
分
確
認
の
た
め
の
技

術
の
近
代
化
に
不
可
欠
で
あ

る
」
と
伝
え
て
い
る
。
Ｔ
Ｓ
Ａ

に
よ
る
と
、
渡
航
者
の
94
％
以

上
が
す
で
にREAL ID

の
条

件
に
準
拠
し
て
い
る
。

　

同
制
度
、
合
衆
国
パ
ス
ポ

ー
ト
な
どREAL ID

以
外
に

適
応
す
る
身
分
証
明
書
な
ど

に
関
す
る
詳
細
はhttps:// 

www.tsa.gov/news/press/
releases/2025/12/01/
tsa-introduces-new-45-
fee-option-for-travelers-
without-real-id

を
参
照
。

特
定
の
証
拠
を
却
下
す
る
よ
う

裁
判
官
に
求
め
て
い
る
。

　

審
問
前
日
の
Ｎ
Ｐ
Ｒ(

米
国

公
共
ラ
ジ
オ
放
送
）
に
よ
る

と
、
被
告
の
弁
護
団
は
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
州
ア
ル
ト
ゥ
ー
ナ
の

地
元
警
察
が
取
っ
た
マ
ン
ジ
オ

ー
ニ
の
特
定
の
供
述
は
、
警
官

が
ミ
ラ
ン
ダ
権
利
を
読
み
上
げ

な
か
っ
た
た
め
、
証
拠
能
力

が
な
い
と
い
う
も
の
。
ミ
ラ

Ｎ
Ｙ
日
商
、
前
田
氏
が
講
演

    

保
険
会
社
Ｃ
Ｅ
Ｏ
射
殺
事
件

　

第
５
４
４
回
Ｎ
Ｙ
時
事
ト
ッ

プ
セ
ミ
ナ
ー
「
日
本
ク
ラ
ブ
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商
工
会

議
所
の
歩
み
と
今
後
の
展
望 

」

が
、
16
日 

（
火
）
午
後
１
時
か

ら
２
時
ま
で
開
催
さ
れ
る
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
は
１
９
０
５ 

年
設
立
、
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工
会

議
所
は
１
９
３
２
年
設
立
で
、

そ
れ
ぞ
れ
長
い
歴
史
が
あ
る
。

１
９
４
１
年
の
日
米
開
戦
と
同

時
に
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
歴
史
も

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
な
た
の
い
ば

し
ょ
主
催
の
「
孤
独
・
孤
立
対

策
講
演
会
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
説
明
会
」
が
１
月
10

日
（
土
）
午
前
９
時
45
分
か
ら

11
時
20
分
ま
で
、
Ｎ
Ｙ
Ｃ
セ
ミ

ナ
ー
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス
セ
ン
タ
ー
（
西
26
丁
目

１
１
４
番
地
３
階
、ル
ー
ム
Ｃ
）

に
て
開
催
さ
れ
る
。
あ
な
た
の

い
ば
し
ょ
（https://talkme.

jp/ 

）
は
、
外
務
省
が
孤
独
・

孤
立
相
談
窓
口
の
運
営
を
委
託

し
て
い
る
団
体
の
一
つ
で
、
仕

事
、
子
育
て
、
虐
待
、
い
じ
め
、

家
族
と
の
仲
な
ど
、
24
時
間

３
６
５
日
、
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
、
誰
で
も
無
料
・
匿
名
で

利
用
で
き
る
チ
ャ
ッ
ト
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
る
。
説
明
会

の
参
加
希
望
者
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

トhttps://select-type.com/
ev/?ev=pAGZ-qX6r0A  

か

ら
申
し
込
む
。問
い
合
わ
せ
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
な
た
の
い
ば

し
ょ
事
務
局
・
相
談
員
採

用
担
当
Ｅ
メ
ー
ルrecruit@

ibashochat.org

ま
で
。

ン
ダ
警
告
（
権
利
の
告
知
ま

た
はMiranda Admonition 

・ Miranda warning

）
と
は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
憲
法
修
正
第

5
条
の
自
己
負
罪
拒
否
特
権
に

基
づ
い
て
米
国
連
邦
最
高
裁
が

確
立
し
た
刑
事
司
法
手
続
の
一

つ
で
、
各
項
目
の
告
知
が
被
疑

者
に
対
し
て
さ
れ
て
い
な
い
状

態
で
の
供
述
（
自
白
）
は
、
公

判
で
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
す
る
原
則
。
容

疑
者
に
は
黙
秘
権
が
あ
る
。

　

マ
ン
ジ
オ
ー
ニ
被
告
の
弁
護

団
は
、
警
察
が
当
人
に
こ
れ
ら

の
権
利
に
つ
い
て
説
明
し
た
の

が
約
20
分
後
だ
っ
た
た
め
、
そ

れ
以
前
に
彼
が
言
っ
た
こ
と
は

す
べ
て
削
除
さ
れ
る
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
る
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
で
警
察
が
マ
ン
ジ
オ
ー
ニ

氏
の
所
持
品
か
ら
発
見
し
た
バ

ッ
ク
パ
ッ
ク
に
つ
い
て
で
、
弁

護
団
は
警
察
が
マ
ク
ド
ナ
ル
ド

と
警
察
署
の
両
方
で
正
式
な
令

状
な
し
に
バ
ッ
ク
パ
ッ
ク
を
捜

索
し
た
た
め
、
こ
の
証
拠
は
却

下
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
。
法

執
行
当
局
に
よ
る
と
、
消
音
装

置
と
保
険
会
社
の
幹
部
を
「
殴

り
た
い
」
と
書
い
て
い
た
と
さ

れ
る
ノ
ー
ト
な
ど
、
ト
ン
プ
ソ

ン
氏
殺
害
事
件
と
の
関
連
を
示

す
証
拠
が
発
見
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
こ
の
事
件
に
関
す
る

政
府
関
係
者
の
意
見
と
世
論
は

さ
ま
ざ
ま
だ
。
20
年
前
に
死
刑

を
廃
止
し
た
Ｎ
Ｙ
州
で
は
殺
人

罪
で
終
身
刑
と
な
る
可
能
性
が

あ
る
が
、
今
年
１
月
に
ト
ラ
ン

プ
政
権
は
前
政
権
か
ら
一
転
し

て
「
忠
実
な
執
行
を
命
じ
る
」

大
統
領
令
に
署
名
、
ト
ラ
ン
プ

下
の
パ
ム
・
ボ
ン
デ
ィ
司
法
長

官
の
介
入
で
、
被
告
は
連
邦
裁

判
で
死
刑
に
直
面
す
る
と
可
能

性
も
あ
る
。

　

そ
の
一
方
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
）な
ど
で
は
、

利
益
を
優
先
す
る
医
療
会
社
を

批
判
す
る
内
容
を
書
い
た
被
告

を
英
雄
扱
い
し
、
支
持
す
る
動

き
も
あ
る
。

12月16日

孤独・孤立
対策をアドバイス
あなたのいばしょ

REAL ID 無しの渡航者
保安検査通過に 45ドル

被
告
公
判
前
審
問
始
ま
る

外
務
省
が
海
外
の
日
本
人
の
孤
独
や
不
安
に
対
応
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
説
明
会

永
竹
正
幸
社
長
が
来
米
し
登
壇

未来への希望伝える未来への希望伝える

ウルトラマンと共に登壇し挨拶する永竹円谷プロ社長

手
数
料
１
５
０
％
の
値
上
げ

あ
る
が
、
そ
の
後
も
一
貫
し
て

日
米
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
拡
大
・
文

化
交
流
に
貢
献
し
て
き
た
。
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
講
師
に
前

田
正
明
氏
（
日
本
ク
ラ
ブ
・
Ｎ

Ｙ
商
工
会
議
所
事
務
所
長
）、

モ
デ
レ
ー
タ
ー
に
鎌
倉
真
奈

氏
（
環
境
省
、
エ
ー
ル
大
学
環

境
ス
ク
ー
ル
在
籍
中
）
を
迎

え
、
そ
の
長
く
充
実
し
た
歴
史

を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
60
年

ぶ
り
の
五
番
街
へ
の
転
居
に
伴

う
未
来
へ
の
展
望
に
つ
い
て
語

る
。
講
演
後
、
質
疑
応
答
も
あ

る
。参
加
費
無
料
だ
が
要
予
約
。

申
し
込
み
・
詳
細
はhttps://

www.nipponclub.org/
event/544th-ny-jiji-top-
seminar-webinar-nippon-
club-ny-jcci-history-and-
future/?lang=ja

を
参
照
。

時
事
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

前田氏 鎌倉氏

日本クラブとNY日商
歩みと今後の展望

mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
http://kkobo.com/
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
https://www.nipponclub.org/event/544th-ny-jiji-top-seminar-webinar-nippon-club-ny-jcci-history-and-future/?lang=ja
https://talkme.jp/
https://select-type.com/ev/?ev=pAGZ-qX6r0A
mailto:recruit@ibashochat.org
https:// www.tsa.gov/news/press/releases/2025/12/01/tsa-introduces-new-45-fee-option-for-travelers-without-real-id


2025年（令和 7年）12月 13日（土） ［総　合］　　（8）

　

本
年
創
業
20
周
年
を
迎
え

た
、
成
分
の
効
果
効
能
に
こ
だ

わ
っ
た
独
自
の
高
級
基
礎
化
粧

品
ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
す
る
コ
ス

メ
プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン
（
本

社
東
京
・
荒
木
勝
也
代
表
）
は
、

12
月
31
日
ま
で
、
米
国
在
住
の

顧
客
に
向
け
た
ク
リ
ス
マ
ス
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
中
。

　

期
間
中
は
、
ほ
ぼ
全
商
品
が

30
％
割
引
に
な
る
。
な
お
、
商

品
の
購
入
金
額
に
応
じ
て
さ
ま

ざ
ま
な
豪
華
ギ
フ
ト
が
プ
レ
ゼ

ン
ト
さ
れ
る
ほ
か
オ
リ
ジ
ナ
ル

卓
上
カ
レ
ン
ダ
ー
も
全
員
に
進

呈
さ
れ
る
。
ま
た
、
２
０
０
ド

ル
以
上
の
購
入
の
場
合
は
郵
送

料
も
無
料
に
な
る
。
詳
細
は

公
式
サ
イ
ト
（https://www.

cosmeproud.com/ja/

）
ま

た
は
、
本
紙
今
週
号
の
３
面
広

告
を
参
照
す
る
。

　

イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ
に
あ
る

蕎
麦
屋
（
東
９
丁
目
２
２
９
番

地
）
は
、
年
越
し
そ
ば
の
予
約

受
付
を
開
始
し
た
。 

「
本
格
手

打
ち
そ
ば
セ
ッ
ト
」
は
生
麺
２

人
分
、オ
リ
ジ
ナ
ル
蕎
麦
つ
ゆ
、

薬
味
（
海
苔
、
ネ
ギ
、
わ
さ
び
）

入
り
35
ド
ル
。追
加
で
海
老
天
、

天
か
す
、
な
め
こ
、
と
ろ
ろ
、

ワ
カ
メ
な
ど
も
つ
け
ら
れ
る
。

最
初
の
注
文
者
30
人
に
は
無
料

で
新
潟
・
青
木
酒
造
の
純
米

酒
「
雪
男
」（
１
８
０
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル
）
が
進
呈
さ
れ
る
。
注

文
の
締
め
切
り
は 

29
日
（
月
）

ま
で
。
手
打
ち
そ
ば
セ
ッ
ト

は
大
晦
日
の 

31
日
（
水
）
正

午
か
ら
午
後
７
時
ま
で
の
間

に
蕎
麦
屋
に
て
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す
る
。
オ
ー
ダ
ー
は
電
話

２
１
２
・
５
３
３
・
６
９
６
６
、

Ｅ
メ
ー
ル shop@sobaya-

nyc.com

、
ま
た
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

ト https://sobaya-nyc.
com 

か
ら
。

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド

米
顧
客
向
け
ク
リ
ス
マ
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

年越しそばの予約開始 
イーストビレッジの蕎麦屋
本格手打ちそばセット 2人前 35ドルで

注
文
の
締
め
切
り
は

29
日
（
月
）
ま
で
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・
ロ
ッ
ク

フ
ェ
ラ
ー
セ
ン
タ
ー
前
の
ク

リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
本
社
前
に
、

１
９
３
７
年
製
ブ
ガ
ッ
テ
ィ

「
タ
イ
プ
57
Ｓ
ア
タ
ラ
ン
テ
」

が
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
に
収
め
ら
れ

展
示
さ
れ
、
年
末
の
道
行
く
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
の
注
目
を
集
め

て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
欧
州
最
大
級
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
イ
ベ
ン
ト

「
レ
ト
ロ
モ
ビ
ル
」
が
、
来
年
、

２
０
２
６
年
11
月
19
日
か
ら
22

日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
告
知
す
る
特
別

展
示
。

　

主
催
側
と
提
携
す
る 

Gooding Christie’s 

に
よ
る

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
で
、

希
少
車
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
へ

の
関
心
を
高
め
る
狙
い
だ
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
開
催
で
は
、

大
規
模
な
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展

と
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
詳
細
は
今
後
発
表
さ

れ
る
。
１
９
３
０
年
代
の
流
線

型
の
見
事
な
車
体
は
フ
ル
整
備

さ
れ
て
お
り
、
実
働
が
可
能
な

車
が
多
く
出
品
さ
れ
る
。

来
年
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
競
売
雨
を
宣
伝

https://www.nyseikatsu.com/portraits/
https://neuroacuny.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://qbhouseusa.com/
https://sobaya.square.site/
https://giip-global.com/ja/
mailto:shop@sobaya-nyc.com%E3%80%81%E3%81%BE%E3%81%9F%E3%81%AF%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%96%E3%82%B5
mailto:shop@sobaya-nyc.com
https://sobaya-nyc.com
https://www.cosmeproud.com/ja/


（9）　　 ［ローカル面］ 2025年（令和 7年）12月 13日（土）

アストリア        リトル・エジプト
スタインウェイ通り(その２）

No.11

　

ホ
リ
デ
ー
シ
ー
ズ
ン
に
恒
例

の
ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
カ
ス

が
来
年
１
月
４
日
ま
で
、
リ
ン

カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催

中
。
今
年
の
出
演
者
は
、
道
化

師
（
ピ
エ
ロ
）
家
系
に
生
ま
れ

た
３
代
目
・
ジ
ョ
ニ
ー
・
リ
コ

の
古
典
的
道
化
芸
を
は
じ
め
、

チ
リ
出
身
の
フ
ラ
イ
ン
グ
・
マ

ル
エ
ン
ダ
ス
に
よ
る
空
高
く
舞

い
上
が
る
空
中
ブ
ラ
ン
コ
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
の
ビ
ン
ゴ
・
ト
ル
ー

プ
に
よ
る
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
、
カ

ン
フ
ー
ボ
ー
イ
ズ
の
武
術
や
バ

ラ
ン
ス
芸
、
ア
フ
リ
カ
・
ギ
ニ

ア
か
ら
の
ボ
ー
ン
ブ
レ
イ
カ
ー

ズ
の
驚
き
の
柔
軟
性
を
見
せ
る

身
体
芸
術
な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル

な
キ
ャ
ス
ト
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
観
客
を
魅

了
す
る
。
い
ま
の
サ

ー
カ
ス
に
猛
獣
使
い

は
い
な
い
が
、
ア

メ
リ
カ
ズ
・
ゴ
ッ

ト
・
タ
レ
ン
ト
優
勝

者
オ
レ
イ
ト
・
フ
ァ

ミ
リ
ー
が
、
宙
返
り

や
ダ
ン
ス
を
披
露
す

る
愛
ら
し
い
犬
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
届

け
る
。
子
ど
も
だ
け

で
な
く
大
人
も
楽

し
め
る
約
２
時
間

の
サ
ー
カ
ス
シ
ョ

ー
。
目
印
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
横
の
青
い
テ

ン
ト
。
入
場
料
は
26
ド
ル
21
セ

ン
ト
か
ら
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://

bigapplecircus.com/

を
参

照
す
る
。

　

ア
ス
ト
リ
ア
の
ス
タ
イ
ン
ウ

ェ
イ
通
り
に
「
リ
ト
ル
・
エ
ジ

プ
ト
」
と
呼
ば
れ
る
区
域
が
あ

り
ま
す
。
エ
ジ
プ
ト
に
加
え
イ

エ
メ
ン
、
モ
ロ
ッ
コ
、
チ
ュ
ニ

ジ
ア
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
中

東
・
北
ア
フ
リ
カ
系
の
人
々
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
。
ア
ス
ト
リ

ア
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ド
と
28
ア
ベ

ニ
ュ
ー
近
辺
の
区
間
で
多
様
な

文
化
や
料
理
が
楽
し
め
ま
す
。　

　

ま
ず
、
こ
の
通
り
で
目
を
引

く
の
は
、
ア
ス
ト
リ
ア
・
ブ
ー

ル
バ
ー
ド
の
ほ
ど
近
く
に
あ
る

モ
ス
ク
、
マ
ス
ジ
ッ
ド
・ 

ア

ル
イ
マ
ン
。
街
並
み
に
沿
う
よ

う
に
か
落
ち
着
い
た
ピ
ン
ク
色

の
建
物
で
す
。
こ
の
モ
ス
ク
か

ら
南
、
主
に
28
ア
ベ
ニ
ュ
ー
ま

で
の
通
り
の
両
側
に
は
シ
ー
フ

ー
ド
、
エ
ジ
プ
ト
、
モ
ロ
ッ
コ

等
数
々
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ

ェ
、
そ
し
て
水
タ
バ
コ
が
吸
え

る
ラ
ウ
ン
ジ
が
立
ち
並
び
ま

す
。

　

シ
ー
フ
ー
ド
・
レ
ス
ト
ラ
ン

で
は
、
好
み
の
魚
を
選
び
好
き

な
方
法
で
料
理
し
て
く
れ
ま

す
。
全
て
の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
そ

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
訪
れ

た
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
ア
ル
コ
ー

ル
の
提
供
は
な
く
、
ビ
ー
ル
は

ノ
ン
ア
ル
コ
ー
ル
の
み
で
し

た
。
シ
ー
フ
ー
ド
・
レ
ス
ト

ラ
ン
は
ほ
ん
の
一
例
で
す
が
、

Abuqir Seafood

やSabry's 
Seafood

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
イ
ー
ツ
は
、
ド
バ

イ
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
、
ピ
ス
タ
チ

オ
・
ラ
テ
や
ス
パ
イ
ス
香
る
ミ

ル
ク
テ
ィ
ー
の
ア
デ
ニ
・
チ
ャ

イ
な
ど
、
最
近
人
気
の
イ
エ

メ
ン
系
カ
フ
ェ
で
楽
し
め
ま

す
。
ア
デ
ニ
・
チ
ャ
イ
は
甘
く

濃
厚
で
「
午
後
の
紅
茶
」
の
よ

う
な
味
で
し
た
。
25
〜
30
ア
ベ

ニ
ュ
ー
の
間
（
２
ブ
ロ
ッ
ク
）

に
、Haraz Coffee House 

、

Ostro Cafe Astoria

、
そ
し

て
他
地
区
に
も
支
店
舗
の
あ

るMOKAFÉ
、Moka & Co

、

Laza Dessert Café
な
ど
も

あ
り
ま
す
。
ぶ
ら
ぶ
ら
歩
き
な

が
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
や
カ
フ
ェ

を
決
め
る
の
も
楽
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
い
く
つ
か
あ
る
水
タ

バ
コ
の
フ
ー
カ
が
吸
え
る
バ
ー

や
ラ
ウ
ン
ジ
は
男
性
の
社
交
場

の
よ
う
で
、
通
り
で
も
ぷ
か
ぷ

か
吸
っ
て
い
る
人
達
を
見
か
け

ま
し
た
。
季
節
の
良
い
時
は
、

肉
を
焼
い
て
い
る
フ
ー
ド
ト
ラ

ッ
ク
か
ら
の
煙
、
水
た
ば
こ
の

煙
が
通
り
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
舞

い
上
が
り
、
夜
の
帳
が
下
り
る

と
一
層
賑
わ
う
印
象
で
し
た
。

ひ
と
時
の
異
国
情
緒
を
味
わ
え

る
か
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

兵
庫
県
明
石
市
出
身
、
ウ
エ
ス

ト
チ
ェ
ス
タ
ー
在
住
。
週
末
の

街
歩
き
グ
ル
ー
プ
と
共
に
、
未

知
な
る
Ｎ
Ｙ
市
内
を
元
気
に
探

索
中
。 来

年
１
月

4
日
ま
で

ビ
ッ
グ
ア
ッ
プ
ル
サ
ー
カ
ス

街
中
で
見
か
け
る
魔
除
け
の
お
守
り
「
イ
ー
ブ
ル
・
ア
イ
」

http://www.jwsny.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://nyseikatsu.com/gallery/
tel:18778852726
https://bigapplecircus.com/
https://bigapplecircus.com/
https://bigapplecircus.com/
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本
書
は
令
和
の
若
者
に
つ
い

て
書
か
れ
た
本
で
あ
る
。
タ
イ

ト
ル
の『
考
察
す
る
若
者
た
ち
』

の
考
察
と
は
私
が
思
う
の
と
は

全
く
違
う
意
味
で
使
わ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
冒
頭
で
知
ら

さ
れ
る
。

　

私
が
理
解
し
て
い
る
考
察
と

は
、「
物
事
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
に
、
よ
く
調
べ
て
考
え
を

め
ぐ
ら
す
こ
と
」
と
デ
ジ
タ
ル

大
辞
泉
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
本
書
で
明
ら
か
に

さ
れ
た
令
和
の
若
者
の「
考
察
」

は
別
の
意
味
だ
っ
た
。
ド
ラ
マ

や
映
画
を
観
た
後
に
、
他
人
の

考
察
動
画
や
考
察
記
事
を
検
索

す
る
と
い
う
。
ド
ラ
マ
や
映
画

に
潜
む
謎
を
発
見
し
、
語
る
の

が
「
考
察
」
な
の
だ
。
単
な
る

感
想
よ
り
も
「
考
察
」
の
方
が

人
気
ジ
ャ
ン
ル
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
。

　

作
り
手
側
も
「
謎
」
を
仕
込

む
と
い
う
。
視
聴
者
や
読
者
が

謎
を
探
す
「
考
察
」
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
話
題
と
な
り
、
ヒ
ッ
ト
へ
と

繋
が
る
か
ら
だ
。

　

謎
解
き
は
新
し
い
こ
と
で
は

な
い
。
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
が
あ

る
。
作
中
の
手
が
か
り
か
ら
犯

人
や
ト
リ
ッ
ク
を
推
理
し
て
、

一
緒
に
謎
解
き
を
す
る
の
が
楽

し
い
の
で
あ
る
。　

　

令
和
の
謎
解
き
は
別
の
ジ
ャ

ン
ル
で
も
人
気
な
の
だ
と
教
え

て
く
れ
る
。
米
国
で
も
大
ヒ
ッ

ト
し
た
『
劇
場
版
「
鬼
滅
の
刃
」

無
限
城
編 
第
一
章 

猗
窩
座
再

来
』
の
背
景
に
は
大
量
の
「
考

察
動
画
」
の
存
在
が
あ
る
と
い

う
。
裏
設
定
や
小
ネ
タ
や
真
実

がYouTuber

に
よ
っ
て
語
ら

れ
る
。
視
聴
者
は「
考
察
動
画
」

を
観
て
、
確
か
め
に
ま
た
劇
場

に
足
を
運
ぶ
と
い
う
。

　
「
考
察
動
画
」
は
感
想
や
独

自
の
分
析
で
は
な
い
こ
と
が
、

令
和
的
だ
と
著
者
。
制
作
陣
が

仕
込
ん
だ
謎
や
伏
線
や
小
ネ
タ

が
人
気
な
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

主
人
公
の
気
持
ち
が
分
か
っ
た

な
ど
と
い
う
感
想
で
は
な
い
の

は
な
ぜ
な
の
か
。「
正
解
」
が

あ
る
か
ら
だ
と
筆
者
。
感
情
の

感
想
は
各
人
そ
れ
ぞ
れ
で
振
り

幅
も
広
く
曖
昧
で
確
固
た
る
正

解
が
な
い
か
ら
令
和
で
は
受
け

な
い
の
だ
と
い
う
。
著
者
は
現

代
の
ヒ
ッ
ト
小
説
や
漫
画
、
ネ

ッ
ト
状
況
か
ら
、
理
由
を
紐
解

き
教
え
て
く
れ
る
。

　

本
文
を
読
み
終
わ
り
、
あ
と

が
き
に
は
こ
う
書
か
れ
て
い

た
。「
こ
こ
ま
で
書
い
た
こ
と

に
対
し
て
『
自
分
は
も
う
若
く

な
い
か
ら
な
あ
、
い
ま
の
若
い

世
代
は
大
変
だ
な
』
と
思
っ
た

あ
な
た
。
こ
こ
ま
で
お
付
き
合

い
く
だ
さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
」

　

若
く
な
い
昭
和
世
代
の
私
だ

が
、
本
書
で
令
和
時
代
の
若
者

世
代
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
て
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
一

冊
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
の

若
い
世
代
は
大
変
だ
な
と
は
思

わ
な
か
っ
た
。
私
も
若
か
っ
た

時
、
大
変
だ
っ
た
か
ら
だ
。
私

だ
け
で
な
く
若
者
は
ど
の
時
代

で
も
大
変
だ
。
若
か
っ
た
頃
を

振
り
返
る
と
、
感
受
性
が
豊
か

で
、
人
を
気
に
し
て
し
ま
い
、

生
き
辛
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

に
よ
っ
て
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
ツ

ー
ル
は
違
う
が
、
若
者
が
抱
く

気
持
ち
は
変
わ
ら
な
い
。
同
じ

だ
と
思
う
。　

　

著
者
は
94
年
生
ま
れ
の
書
評

家
で
、
批
評
は
正
解
な
ど
追
求

し
な
い
し
、
己
が
感
じ
た
気
持

ち
を
伝
え
て
き
た
。
彼
女
よ
り

若
い
世
代
の
正
解
し
か
求
め
な

い
姿
勢
は
、
感
情
の
よ
う
に
人

そ
れ
ぞ
れ
が
別
な
こ
と
を
感
じ

る
こ
と
を
表
現
す
る
の
を
恐
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
、
こ

の
本
を
書
い
た
。
彼
女
も
若
い

が
、さ
ら
に
若
者
は
「
新
人
類
」

な
の
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
本
書
で
学
ん
だ
現

代
用
語
が
あ
る
。「
ジ
ピ
る
」。

ChatGpt

を
使
う
こ
と
で
あ

る
。　
　
　
　
　
　
（
山
河
藍
）

令和の若者について知る
三宅香帆・著
PHP新書・刊

■失踪願望。コロナふらふら格闘編（椎名誠、集英社文庫）
新型コロナウイルスに感染。その後遺症、進む老い、逆に
進まない原稿ともろもろに悩まされる日々。作家生活45
年、80歳を前にして募る一方の「失踪」への願望。日記
形式で綴られる椎名誠のある1年の記録。■ひとまず上出
来（ジェーン・スー、文春文庫）大事なことなのでよく聞
いて「40代になると、化粧が写真に写らなくなります！」
衝撃の “中年の気づき ”から始まるエッセイ集。筋トレし
たりふて寝したり、失恋したりよりを戻したり。ときには
つまずき、たまに大笑いしながら、今日も歳を重ねる私た
ちに絶対必要なのは女友達である。■これはいつかのあな
たとわたし（燃え殻、新潮社）笑って、怒れなかった、あ
の日のあなたがここにいる。大人気エッセイ集。BE:FIRST
の LEOさんが涙ながらに語った決意、初ラブホでの醜態、
母の口癖、J-WAVEに届くブラックなお悩み相談。日常と
非日常の忘れられない・忘れかけたことを綴る、あるある
と哀愁に満ちた随想。■名画の中で働く人々（中野京子、
集英社文庫）職業を切り口に名画を読み解いた本。宮廷音
楽家、ファッションデザイナー、女性科学者、修道女、闘
牛士など、絵画に描かれた職業を通じて、時代背景や歴史
を解説する。全50点のカラー図版の掲載とともに、著者
の西洋の歴史・芸術に関する知識で中世から現代アメリカ
絵画までの絵画を読み解く。■水の戦争（橋本淳司、文春新書）AIデータセ
ンター、半導体工場など、日本各地でも急増するこれらの施設で膨大な水が
消費されている。水資源の支配者が国家から企業へ移ることで生まれる、新
たな不均衡や地政学的緊張。新しい「水の戦争」が始まっている。私たちの
生活と無関係ではないその深刻な現状を水問題を追うジャーナリストがリ
ポートする。■高校事変23（松岡圭佑、角川文庫）総理官邸の破壊後、治
安の乱れに拍車がかかり、日本の混乱状態は広がるばかりだった。無政府状
態と化した国家は東西分裂の危機に瀕する。外国人犯罪も多発する中、優莉
四姉妹は父の行方を追い、各地を彷徨い続ける。現代社会の問題を鏡のごと
く映すシリーズ、戦う女子高生の物語。青春バイオレンス文学。（高田由起子）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

椎
名
誠
の
あ
る
１
年
の
記
録
。
歳
を
重
ね
て
絶
対
必
要
な
も
の
と
は
。
あ
る
あ
る
と
哀

愁
に
満
ち
た
エ
ッ
セ
イ
集
。
名
画
に
描
か
れ
た
「
仕
事
」
で
学
ぶ
西
洋
史
。
私
た
ち
の
生

活
に
関
わ
る
「
水
問
題
」
を
知
る
。
戦
う
女
子
高
生
の
物
語
シ
リ
ー
ズ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

あ
る
ク
リ
ス
マ
ス
シ
ョ
ッ
プ

に
立
て
か
け
ら
れ
た
赤
い
ソ
リ

は
、
で
き
た
て
の
ほ
や
ほ
や
で

し
た
が
「
い
つ
か
サ
ン
タ
の
ソ

リ
に
な
り
た
い
」
と
い
う
大
き

な
夢
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
シ

ョ
ッ
プ
の
お
も
ち
ゃ
た
ち
は
、

君
は
小
さ
い
し
、
ス
ピ
ー
ド
が

出
な
い
し
飛
べ
な
い
、
さ
ら
に

若
く
て
経
験
も
な
い
か
ら
無
理

だ
と
言
い
ま
し
た
が
、
ソ
リ
は

サ
ン
タ
の
い
る
北
極
へ
と
旅
立

ち
ま
す
。
汽
車
と
ト
ラ
ッ
ク
を

乗
り
継
ぎ
、
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ

に
あ
る
と
こ
ろ
に
着
き
ま
し
た

が
、
そ
こ
は
北
極
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
が
っ
か
り
し
て

い
た
赤
い
ソ
リ
で
し
た
が
、
ク

リ
ス
マ
ス
の
朝
、
サ
ン
タ
か
ら

手
紙
が
届
い
て
い
る
こ
と
に
気

が
つ
き
ま
す
。

　

信
じ
る
心
さ
え
あ
れ
ば
ど
ん

な
夢
も
叶
う
、
そ
し
て
ど
ん
な

夢
で
も
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は

努
力
が
必
要
だ
と
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
心

に
響
く
物
語
。
最
後
の
ペ
ー
ジ

は
誰
も
が
笑
顔
に
な
る
だ
ろ

う
。
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
も
な
っ
た
、
小
さ

な
赤
い
ソ
リ
の
心
温
ま
る
ク
リ

ス
マ
ス
絵
本
。　
　
　
（
高
田
）

ち
い
さ
な
ソ
リ
の
大
き
な
夢
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平
安
時
代
末
期
『
平
家
物

語
』
に
登
場
す
る
平
経
正
が
戦

勝
祈
願
で
こ
の
島
を
訪
れ
琵
琶

を
奏
じ
た
と
こ
ろ
、
弁
財
天
が

感
応
し
て
白
龍
が
現
れ
た
と
い

う
伝
説
が
あ
る
が
、
琵
琶
湖

と
い
う
呼
称
は
14
世
紀
の
初

頭
、
比
叡
山
延
暦
寺
の
学
僧

光
宗(

１
２
７
４
〜
１
３
４
７

年)

が
記
し
た
文
献
『
渓
嵐
拾

葉
集(

け
い
ら
ん
し
ゅ
う
よ
う

し
ゅ
う
』
に
「
琵
琶
の
形
に
似

た
り
」
と
表
記
さ
れ
た
こ
と
に

は
じ
ま
る
。
そ
こ
に
浮
か
ぶ
竹

生
島
の
名
に
つ
い
て
諸
説
あ
る

が
、
孝
霊
天
皇
の
御
代(

紀
元

前
２
９
０
〜
２
１
５
年)

、『
近

江
国
風
土
記
』
逸
文
に
登
場
す

る
霜
速
彦
命
の
姪
で
あ
る
浅
井

姫
命
は
、
天
か
ら
降
り
て
琵
琶

湖
の
北
方
に
島
を
作
り
そ
こ
に

い
ろ
い
ろ
な
植
物
の
種
を
播
い

た
と
こ
ろ
、
1
番
初
め
に
竹
篠

が
生
え
た
の
で
竹
生
島
と
名
付

け
ら
れ
た
と
あ
る
。
そ
し
て
産

土
神
と
し
て
祀
ら
れ
た
が
、
湖

水
を
支
配
す
る
水
の
神
と
も
い

わ
れ
た
こ
と
か
ら
後
に
弁
財
天

と
習
合
す
る
。
平
安
時
代
に
入

る
と
神
仏
習
合
が
進
み
、
御

祭
神
に
市
杵
島
比
売
命(

琵
琶

を
も
つ
弁
財
天)

、
宇
賀
福
神

（
白
巳)

、浅
井
姫
命(

産
土
神
）

と
龍
神
の
四
柱
の
神
様
を
お
祀

り
す
る
竹
生
島
神
社(

都
久
夫

須
麻
神
社)

は
宝
厳
寺
を
神
社

の
神
宮
寺
と
し
て
管
掌
さ
れ
て

き
た
が
、
明
治
の
神
仏
分
離
令

に
よ
り
そ
れ
ら
は
岐
れ
、
宝
巌

寺
の
弁
財
天
堂
を
神
社
の
本
殿

と
し
た
こ
と
か
ら
竹
生
島
の
神

は
弁
財
天
と
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
弁
財
天
と
縁
が

深
い
宝
石
の
一
つ
に
真
珠
が
あ

げ
ら
れ
る
が
、
琵
琶
湖
の
天
然

淡
水
真
珠
は
と
て
も
希
少
な
も

の
で
滅
多
に
お
目
に
か
か
れ
な

い
。
そ
し
て
日
本
最
大
の
湖
と

さ
れ
る
琵
琶
湖
で
は
約
90
年
前

か
ら
こ
の
湖
特
有
の
イ
ケ
チ
ョ

ウ
ガ
イ
を
母
貝
と
す
る
淡
水
真

珠
の
養
殖
が
行
わ
れ
て
き
た
が

１
９
８
０
年
以
降
、
水
質
悪
化

な
ど
の
影
響
で
生
産
量
が
激
変

す
る
も
、
そ
の
美
し
い
光
沢
と

一
つ
一
つ
違
う
色
や
形
の
個
性

が
見
直
さ
れ
、
復
興
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
こ
れ
ら
も
現
時
点

で
は
希
少
な
存
在
と
な
っ
て
い

る
。
海
で
育
つ
ア
コ
ヤ
真
珠
や

南
洋
真
珠
に
は
中
心
に
核
が
あ

り(

養
殖
の
場
合
は
人
工
的
に

埋
め
込
む)

そ
れ
を
痛
み
に
感

じ
る
貝
は
、
そ
れ
を
覆
う
よ
う

に
だ
す
分
泌
物
が
真
珠
層
と
な

り
美
し
く
丸
っ
こ
い
真
珠
が
誕

生
す
る
。
し
か
し
核
の
大
き
さ

に
対
し
て
そ
の
層
は
薄
い
た

め
、
傷
・
衝
撃
・
汗
な
ど
に
弱

く
経
年
変
化
も
伴
う
。
一
方
、

ア
ジ
ア
地
域
の
綺
麗
な
水
質
の

川
や
湖
で
、
約
3
〜
7
年
と
い

う
非
常
に
長
い
年
月
を
か
け
て

育
つ
繊
細
な
宝
石
の
一
種
の
淡

水
真
珠
に
は
核
が
ほ
と
ん
ど
無

い
た
め
歪
な
形
が
多
い
が
、
全

て
が
真
珠
層
で
形
成
さ
れ
て
い

る
た
め
、
核
を
も
つ
真
珠
の
弱

点
は
ほ
と
ん
ど
な
く
非
常
に
扱

い
や
す
く
日
常
使
い
に
適
す

る
。

　

津
延
美
衣(

つ
の
べ
み
え)

Ｎ
Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。
米
国
宝
石
学
会(
Ｇ

Ｉ
Ａ
）
鑑
定
資
格
者
。
運
命
学
・
自

然
医
学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

ー
・
食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感
動

的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・
エ

ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美
時

間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//mijikan.

blogspot.com/ 

95

縁
起
物
と
宝
石
「
琵
琶
湖
の
竹
生
島
神

社
の
妙
音
弁
財
天
と
淡
水
真
珠
」
15

琵琶湖の天然淡水
真珠ペンダント

　

吉
岡
真
理
子
さ
ん
（
53
）
は
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
地
域
で
産
後
ケ

ア
、
更
年
期
障
害
予
防
、
骨
粗

相
症
予
防
、
肩
こ
り
、
腰
痛
予

防
、
ス
ト
レ
ス
解
消
を
目
的
と

し
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。
東
京
で
短
大
を

卒
業
後
、
株
式
会
社
丸
井
に
就

職
、
２
０
０
１
年
に
転
職
し
て

東
京
の
住
友
不
動
産
系
の
ジ
ム

に
５
年
勤
務
し
て
お
り
、
そ
の

時
は
健
康
運
動
指
導
士
と
し

て
一
般
ジ
ム
、
シ
ニ
ア
ケ
ア

の
運
動
指
導
を
し
て
い
た
が
、

２
０
０
７
年
に
韓
国
系
ア
メ
リ

カ
人
と
結
婚
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
移
住
、
出
産
、
落
ち
着
い

た
頃
に
運
動
指
導
を
米
国
で
再

開
し
、現
在
11
年
目
を
迎
え
る
。

２
０
１
８
年
、
日
本
親
子
体
操

協
会
指
導
者
資
格
修
得
。

　

女
性
を
中
心
と
し
子
供
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
の
健
康
に
自
分
の

生
涯
を
賭
け
よ
う
と
思
っ
た
の

は
、
27
歳
の
時
に
札
幌
の
祖
母

が
倒
れ
た
が
、
病
院
で
の
運
動

や
音
楽
治
療
で
元
気
に
な
る
祖

母
の
姿
を
見
て
、
健
康
運
動
指

導
士
に
な
り
、
人
々
を
こ
の
よ

う
に
健
康
に
し
た
い
と
思
っ
た

の
が
き
っ
か
け
だ
。　

 

　

永
住
者
は
も
と
よ
り
、
駐
在

員
の
奥
さ
ん
た
ち
や
、
日
本

人
以
外
の
人
々
に
パ
ー
ソ
ナ

ル
、
セ
ミ
パ
ー
ソ
ナ
ル
、
グ
ル

ー
プ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
ズ
ー
ム

レ
ッ
ス
ン
を
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
を
中
心
に
週
15
回
ほ
ど
実

施
し
て
い
る
。
日
本
人
の
お
母

さ
ん
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー

プ
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
す
く
す
く

お
茶
会
」（
米
国
日
本
人
医
師

会
会
長
の
加
納
麻
紀
医
師
が
創

設
）
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

通
じ
、
イ
ベ
ン
ト
企
画
、
開
催

に
携
わ
っ
て
い
る
。　

　

運
動
内
容
は
基
本
的
に
「
そ

の
方
の
目
的
に
基
本
合
わ
せ
ま

す
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
人
の

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
よ
り
、
必

要
な
運
動
、
頻
度
、
そ
し
て
子

供
、
家
庭
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

よ
っ
て
も
異
な
る
の
で
、
そ
こ

を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
が
大
事

だ
と
い
う
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
広
げ

る
、
な
ど
参
加
す
る
人
の
目
的

に
応
じ
て
そ
の
求
め
て
い
る
身

体
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
し
て

い
る
。
場
所
は
ス
タ
ジ
オ
、
ク

ラ
イ
ア
ン
ト
の
自
宅
（
庭
や
ア

パ
ー
ト
の
ジ
ム
、
プ
ー
ル
）、

各
公
園
な
ど
屋
外
。
遠
方
の
人

や
日
本
、
他
州
の
生
徒
の
た
め

に
は
ズ
ー
ム
レ
ッ
ス
ン
も
実
施

し
て
い
る
。
レ
ッ
ス
ン
の
時
間

は
基
本
的
に
１
時
間
。
運
動
の

内
容
は
ス
ト
レ
ッ
チ
、
有
酸
素

運
動
（
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
）、

ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
自

重
、
ダ
ン
ベ
ル
、
ウ
ェ
イ
ト
バ

ー
、
ス
ト
レ
ッ
チ
バ
ン
ド
、
ス

イ
ス
ボ
ー
ル
ピ
ラ
テ
ス
ボ
ー
ル

な
ど
使
用
）
マ
シ
ン
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
指
導
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
。

　

将
来
的
な
夢
は
、
現
実
的
な

計
画
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ
の

シ
ニ
ア
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
ラ
イ

セ
ン
ス
を
取
得
し
、
コ
ミ
ニ
ュ

テ
ィ
ー
で
グ
ル
ー
プ
、
パ
ー
ソ

ナ
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
指
導
（
認

知
症
、
転
倒
防
止
予
防
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
）
を
し
て
、
自
分

の
ス
タ
ジ
オ
を
持
ち
い
つ
で

も
、
誰
で
も
指
導
が
出
来
る
よ

う
な
環
境
を
作
る
こ
と
が
目
標

だ
。
日
々
の
指
導
で
心
掛
け
て

い
る
の
は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
さ

ん
の
生
活
、
声
を
聞
き
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
あ
っ
た
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
を
提
供
す
る
こ
と
、
運

動
は
フ
ィ
ジ
カ
ル
だ
け
で
な
く

メ
ン
タ
ル
、
ホ
ル
モ
ン
の
バ
ラ

ン
ス
と
の
繋
が
り
も
大
き
く
影

響
す
る
た
め
、
ス
ト
レ
ス
に
な

ら
な
い
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
し
、
友
達
と
の
繋
が
り
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
に
参
加
す

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い

る
。
自
分
的
に
は
「
家
族
に
し

っ
か
り
と
し
た
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
食
事
を
作
り
、
清
掃

の
行
き
届
い
た
無
駄
の
無
い
、

生
活
を
維
持
す
る
こ
と
だ
」
と

い
う
。
北
海
道
札
幌
市
出
身
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

フィットネスインストラクター

吉岡真理子さん

運
動
を
通
し
て
Ｎ
Ｙ
地
域
女
性
の
健
康
を
サ
ポ
ー
ト

https://sites.google.com/view/maruchiexercise/home

https://mijikan.blogspot.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
http://www.yamagatadental.net/
http://www.idocenter.com
tel:2122136069
https://sites.google.com/view/maruchiexercise/home
https://mijikan.blogspot.com/
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学
校
の
ス
マ
ホ
禁
止

そ
れ
な
り
の
効
果

　

Ｎ
Ｙ
州
知
事
が
調
査
結
果

　

11
月
26
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
日
本
人
学
校
（
本
莊
真
校

長
）
は
、学
校
間
交
流
と
し
て
、

近
隣
の
マ
ニ
ト
ー
小
学
校
の
３

年
生
を
訪
問
し
た
。
開
会
式
で

は
、
両
校
の
児
童
が
「Count 

日
米
相
互
理
解
と
友
情　

ア
メ
リ
カ
文
化
に
触
れ
て

on Me

」
を
共
に
歌
い
、
パ
ー

ト
ナ
ー
と
の
交
流
が
行
わ
れ

た
。
初
め
て
会
う
友
達
と
質
問

を
し
合
う
こ
と
で
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
折

り
紙
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、

マ
ニ
ト
ー
校
の
児
童
た
ち
は 

「wow!

」
と
声
を
上
げ
な
が
ら

喜
ん
で
い
た
。
中
に
は
喜
び
を

あ
ふ
れ
さ
せ
、
握
手
を
求
め
る

子
ど
も
も
見
ら
れ
た
。
そ
し
て

感
謝
祭
前
日
と
い
う
こ
と
で
、

マ
ニ
ト
ー
校
か
ら
タ
ー
キ
ー
の

飾
り
つ
け
ゲ
ー
ム
や
サ
ン
ク
ス

ギ
ビ
ン
グ
ビ
ン
ゴ
な
ど
の
関
連

活
動
の
準
備
が
あ
っ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
の
文
化
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
よ
い

機
会
と
な
っ
た
。

　

振
り
返
り
で
は
、「
次
回
が

待
ち
遠
し
い
」「
英
語
を
理
解

し
た
り
話
せ
た
り
し
た
」「
ア

メ
リ
カ
人
の
友
人
が
で
き
た
」

な
ど
、
楽
し
さ
や
充
実
感
を
表

す
感
想
が
多
く
、
充
実
し
た
交

流
会
だ
っ
た
こ
と
が
伺
え
た
。

全
体
を
通
し
て
笑
顔
が
溢
れ

る
、実
り
あ
る
時
間
と
な
っ
た
。

次
回
は
１
月
に
マ
ニ
ト
ー
校
の

子
ど
も
た
ち
を
Ｎ
Ｊ
日
本
人
学

校
に
迎
え
る
予
定
だ
。

の
劇
を
立
派
に
や
り
遂
げ
、「
か

わ
い
い
」と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

年
中
、
年
長
、
小
学
部
と
年
齢

が
上
が
る
に
つ
れ
、「
か
わ
い

い
」
が
「
す
ご
い
」
に
な
り
、

最
後
に
は
感
動
の
涙
へ
と
変
わ

っ
て
い
っ
た
。

　

同
校
の
学
園
祭
は
、
準
備
か

ら
発
表
ま
で
子
ど
も
た
ち
の
主

体
性
と
創
造
性
を
育
む
場
と
し

て
知
ら
れ
、
日
本
国
内
の
教
育

研
究
会
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

完
成
度
の
高
い
歌
唱
や
ダ
ン

ス
で
好
評
を
博
し
た
6
年
生
の

創
作
劇
「
あ
の
日
へ
」
は
、
未

来
か
ら
戻
っ
て
き
た
ク
ラ
ス
メ

ー
ト
が
現
在
の
自
分
た
ち
の
あ

り
方
と
向
き
合
う
物
語
で
、「
今

を
ど
う
生
き
る
か
」
と
い
う
テ

ー
マ
に
の
せ
て
進
む
。
笑
い
も

あ
り
、
神
妙
な
シ
ー
ン
も
あ

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
イ
ン
グ
ル

ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
）
で
11
月
22

日
、
恒
例
の
学
園
祭
が
開
催
さ

れ
た
。
幼
児
部
年
少
組
か
ら
小

学
6
年
生
ま
で
の
園
児
・
児
童

が
、
日
本
語
劇
・
英
語
劇
、
管

楽
器
と
打
楽
器
の
合
奏
、
コ
ー

ラ
ス
な
ど
多
彩
な
演
目
を
披
露

し
、
会
場
は
大
き
な
拍
手
と
温

か
な
空
気
に
包
ま
れ
た
。

　

初
め
て
舞
台
に
上
が
っ
た
年

少
組
の
子
ど
も
た
ち
も
眩
し
い

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
に
臆
す
る
こ

と
な
く
、
歌
あ
り
、
セ
リ
フ
あ

り
、演
技
あ
り
の
「
て
ぶ
く
ろ
」

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ

Ｙ
州
知
事
は
１
日
、
今
学
年

度
に
施
行
し
たbell-to-bell

（
始
業
ベ
ル
〜
終
業
ベ
ル
）
の

携
帯
電
話
使
用
を
禁
ず
る

「distraction-free

（
気
が
散

ら
な
い
、集
中
す
る
）」方
針
は
、

生
徒
の
集
中
力
と
教
員
の
効
率

に
す
で
に
成
果
が
出
て
い
る
と

い
う
調
査
結
果
を
公
表
し
た
。

　

同
知
事
室
が
11
月
に
学
校
職

員
を
対
象
に
同
方
針
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
３
５
０
件
以
上
の
回
答

が
あ
っ
た
。
92
％
は
「
同
方

針
を
ス
ム
ー
ズ
に
導
入
で
き

た
」、
83
％
は
「
ク
ラ
ス
ル
ー

ム
の
環
境
や
雰
囲
気
、
生
徒
の

積
極
性
が
向
上
し
た
」、
75
％

は
「
効
率
的
に
指
導
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
答
え
て
い

る
。
同
報
告
書
は
「
生
徒
た

ち
は
ク
リ
フ
ノ
ー
ト
（
要
約

書
）
で
は
な
く
実
際
に
原
文
の

読
解
に
取
り
組
み
、
文
学
を
よ

り
意
味
深
い
も
の
と
し
て
捉
え

る
よ
う
に
な
っ
た
」「
特
に
授

業
中
や
ラ
ン
チ
の
場
で
、
生
徒

た
ち
は
大
人
や
同
級
生
と
ア
イ

コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
、
想
像
力

や
問
題
解
決
を
要
す
る
ゲ
ー
ム

を
企
画
し
た
り
、
電
話
で
は
な

く
人
間
同
士
の
交
流
に
参
加
す

る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
、
職

員
の
反
応
を
掲
載
し
て
い
る
。

同
方
針
の
予
算
案
は
今
年
５

月
に
同
州
議
会
で
可
決
し
た
。

マニトー小学校と交流
ニュージャージー日本人学校

NY育英インターナショナルスクール

感動の学園祭

り
、
一
つ
ひ
と
つ
の
セ
リ
フ
に

心
を
こ
め
る
子
ど
も
た
ち
の
姿

が
観
客
の
心
に
深
く
響
い
た
。

担
任
の
熊
井
教
諭
は
「
見
る
人

そ
れ
ぞ
れ
が
解
釈
を
持
て
る
作

品
に
な
っ
た
」
と
語
っ
た
。
こ

う
し
た
活
動
は
、
同
校
の
卒
業

生
が
高
い
国
語
力
・
英
語
力
を

備
え
て
い
る
理
由
の
一
つ
で
も

あ
る
。
自
ら
考
え
、言
葉
に
し
、

仲
間
と
協
働
す
る
経
験
が
、
豊

か
な
言
語
力
と
、
ひ
い
て
は
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
を
育
む
基
盤
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
学
園
祭
は
、
子
ど
も

た
ち
の
成
長
が
随
所
に
感
じ
ら

れ
、心
温
ま
る
一
日
と
な
っ
た
。

子
ど
も
た
ち
は「
楽
し
か
っ
た
」

「
来
年
は
も
っ
と
頑
張
り
た
い
」

と
話
し
、
会
場
全
体
が
深
い
感

動
に
包
ま
れ
た
。

幼
児
部
か
ら
６
年
生

日
本
語
劇
や
合
奏

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
は

２
０
２
６
年
1
月
10
日
（
土
）

午
前
８
時
30
分
か
ら
９
時
15
分

ま
で
学
校
説
明
会
を
行
う
。
ま

た
午
前
９
時
15
分
か
ら
午
前
10

ニューヨーク日本人学校
学校説明会と個別相談
 来年１月10日に開催

時
ま
で
個
別
相
談
を
行
う
。
受

け
付
け
、
案
内
開
始
は
午
前
８

時
15
分
か
ら
。オ
ン
ラ
イ
ン（
Ｚ

Ｏ
Ｏ
Ｍ
）
で
も
同
時
開
催
の

た
め
日
本
か
ら
の
参
加
も
可
。

２
０
２
６
年
1
月
5
日
（
月
）

正
午
（
日
本
時
間
６
日
午
前
2

時
）
ま
で
に
申
し
込
む
。

　

同
校
は
ネ
イ
テ
ィ
ブ
イ
ン
グ

リ
ッ
シ
ュ
ス
ピ
ー
カ
ー
に
よ
る

週
４
時
間
か
ら
５
時
間
の
少
人

数
授
業
、
文
部
科
学
省
よ
り

派
遣
さ
れ
た
教
員
に
よ
る
日

本
の
学
校
で
の
学
習
を
行
っ

て
い
る
。
英
語
も
学
び
な
が

ら
、
日
本
語
も
し
っ
か
り
と

保
持
で
き
、
帰
国
受
験
の
指

導
や
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し
て

い
る
。
事
前
申
し
込
み
は
Ｕ

Ｒ

Ｌ
： https://forms.gle/

twiJDqL1xc3aDoAT8

　

問
い
合
わ
せ
は
メ

ー
ル
ア
ド
レ
スgwjs@

gwjs.org

ま

た

は

電

話

２
０
３
・
６
２
９
・
９
０
３
９
ま

で
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.gwjs.org/

参

照
。
申
し
込
み
後gwjselm@

gwjs.org

よ
り
確
認
連
絡
が
入

る
た
め
、
迷
惑
メ
ー
ル
に
な
ら

な
い
よ
う
設
定
確
認
を
推
奨
。

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.gwjs.org/
https://www.gwjs.org/
https://www.gwjs.org/
https://www.gwjs.org/
https://forms.gle/twiJDqL1xc3aDoAT8
mailto:gwjselm@gwjs.org


国
生
入
試
だ
か
ら
こ
そ
、
家
庭

と
し
て
の
軸
を
も
ち
、
焦
ら
ず

丁
寧
に
選
ぶ
こ
と
が
成
功
へ
の

第
一
歩
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
　
　
　

◇

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
＝
か
わ
む
ら　

こ
う
い
ち
＝
１
９
７
８
年
生
ま

れ
。
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｕ
Ｓ

Ａ
取
締
役
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
校

現
地
代
表
。
２
０
０
２
年
に
株

式
会
社
早
稲
田
ア
カ
デ
ミ
ー
に

入
社
後
、
埼
玉
県
内
の
校
舎
で

小
中
高
生
に
進
学
指
導
を
行

う
。
そ
の
後
、
高
校
受
験
部
英

語
科
目
責
任
者
と
し
て
現
行
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
テ
ス
ト
な
ど

の
基
盤
を
整
え
た
後
、
帰
国
生

入
試
の
専
門
部
署
で
あ
る
国
際

部
に
配
属
。
英
語
専
門
校
舎
統

括
責
任
者
を
経
て
、
23
年
3
月

よ
り
現
職
。

（13）　　 ［教　育］ 2025年（令和 7年）12月 13日（土）

ク
リ
ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ

ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
お
散
歩

「大バザー」開催
NJ補習授業校父母の会主催

に
な
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
本
を

両
腕
い
っ
ぱ
い
に
抱
え
て
嬉
し

そ
う
に
歩
く
子
ど
も
た
ち
も
多

く
、
そ
の
微
笑
ま
し
い
光
景
が

印
象
的
だ
っ
た
。

　

父
母
の
会
役
員
は
「
今
年
は

例
年
以
上
に
多
く
の
協
賛
企
業

か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、
フ

ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ
の
目
標
額

を
大
き
く
上
回
る
結
果
と
な
り

大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、

今
年
も
大
盛
況
の
バ
ザ
ー
と
な

　

11
月
22
日
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー

ジ
ー
補
習
授
業
校
（
Ｎ
Ｊ
州
パ

ラ
マ
ス
、
小
田
切
利
幸
校
長
）

父
母
の
会
に
よ
る
恒
例
の
「
大

バ
ザ
ー
」
が
開
催
さ
れ
た
。
当

日
は
朝
か
ら
多
く
の
保
護
者

や
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

を
通
じ
て
つ
な
が
る
地
域
の

人
々
が
来
場
し
、
会
場
と
な
っ

た
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
と
体
育
館
は

活
気
に
あ
ふ
れ
た
。
日
系
菜
園

の
新
鮮
な
野
菜
や
魚
屋
の
海
産

物
、
日
本
の
お
弁
当
や
食
品
、

人
気
の
ス
イ
ー
ツ
店
、
さ
ら
に

日
本
で
話
題
の
イ
ン
テ
リ
ア
雑

貨
ま
で
、
多
彩
な
品
々
が
所
狭

し
と
並
び
、
ど
の
ブ
ー
ス
も
終

始
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い
た
。

　

ま
た
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運
営

事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た

古
本
市
で
は
、
多
く
の
親
子
が

時
間
を
忘
れ
て
本
選
び
に
夢
中

り
ま
し
た
。
収
益
金
は
、
学
校

に
通
う
児
童
生
徒
や
保
護
者

へ
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
還

元
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
。
雨
模

様
の
一
日
で
は
あ
っ
た
が
会
場

は
終
始
、
日
系
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
支
え
る
多
く
の
人
々
の
笑
顔

と
温
か
い
交
流
に
包
ま
れ
た
。

訂
正　

本
紙
12
月
６
日
号
記
事

「
Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
国
連
本
部

と
日
本
政
府
代
表
部
訪
問
」
記

事
の
見
出
し
と
本
文
で
５
年
生

と
９
年
生
と
あ
る
の
は
６
年
生

と
９
年
生
の
誤
り
で
し
た
。

　

こ
ん
に
ち
は
。
早
稲
田
ア
カ

デ
ミ
ー
Ｎ
Ｙ
校
の
川
村
で
す
。

い
よ
い
よ
帰
国
生
入
試
が
始
ま

り
ま
し
た
。
一
般
入
試
よ
り
も

一
足
早
く
実
施
さ
れ
る
の
が
帰

国
生
入
試
の
特
徴
の
一
つ
で

す
。
帰
国
生
入
試
の
志
望
校
選

び
は
、
国
内
の
一
般
的
な
中
学

受
験
と
は
視
点
が
少
し
異
な
り

ま
す
。
学
力
・
校
風
・
通
学
距

離
に
加
え
、「
海
外
で
育
っ
た

子
ど
も
が
日
本
で
ど
う
学
び
、

ど
う
成
長
で
き
る
か
」
と
い
う

観
点
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
学
校

に
よ
っ
て
帰
国
生
の
受
け
入
れ

体
制
や
英
語
の
扱
い
、
日
本
語

支
援
の
有
無
が
大
き
く
異
な
る

た
め
、
丁
寧
な
見
極
め
が
必
要

で
す
。

　

ま
ず
確
認
す
べ
き
は
、
受
験

方
式
で
す
。
英
語
重
視
型
、
国

語
・
算
数
中
心
型
、
適
性
検
査

型
、
面
接
・
作
文
重
視
型
な
ど

多
様
で
、
お
子
さ
ま
の
強
み
や

学
習
環
境
と
の
相
性
が
合
わ
な

い
と
力
を
発
揮
し
に
く
く
な
り

ま
す
。
次
に
、
入
学
後
の
サ
ポ

ー
ト
体
制
も
重
要
で
す
。
帰
国

生
向
け
補
習
、
日
本
語
支
援
、

英
語
の
発
展
ク
ラ
ス
な
ど
、
学

校
に
よ
る
差
は
大
き
く
、
入
学

後
の
適
応
に
直
結
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
校
の
教
育
方
針

と
お
子
さ
ま
の
性
格
の
相
性
も

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
自
主
性
を
重

ん
じ
る
学
校
、
学
習
管
理
が
し

っ
か
り
し
て
い
る
学
校
、
探
究

型
教
育
に
力
を
入
れ
る
学
校
な

ど
、
特
色
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

海
外
で
育
っ
た
子
ど
も
は
、
自

帰
国
生
中
学
・
高
校
受
験

「
志
望
校
選
び
で
本
当
に

大
切
な
こ
と
」 12

分
の
意
見
を
述
べ
る
こ
と
や
主

体
的
に
動
く
こ
と
に
慣
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
校
風

と
の
相
性
は
学
力
以
上
に
重
要

な
要
素
に
な
り
得
ま
す
。

　

通
学
時
間
も
見
落
と
せ
な
い

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
帰
国
直
後
は

環
境
変
化
が
大
き
く
、
片
道
90

分
を
超
え
る
通
学
は
負
担
に
な

り
が
ち
で
す
。
無
理
の
な
い
生

活
リ
ズ
ム
を
確
保
す
る
こ
と

が
、
学
習
面
に
も
安
定
し
た
成

長
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

最
後
に
、志
望
校
選
び
は「
親

の
希
望
」
だ
け
で
は
な
く
、
お

子
さ
ま
自
身
の
価
値
観
と
未
来

像
を
踏
ま
え
る
こ
と
が
最
も
大

切
で
す
。「
日
本
で
ど
ん
な
学

校
生
活
を
過
ご
し
た
い
？
」「
ど

ん
な
友
達
と
一
緒
に
学
び
た

い
？
」
と
い
う
問
い
を
親
子
で

じ
っ
く
り
話
す
こ
と
で
、
合
格

後
の
満
足
度
は
大
き
く
変
わ
り

ま
す
。
偏
差
値
や
評
判
に
左
右

さ
れ
ず
、
家
庭
と
し
て
の
軸
を

も
っ
て
選
ぶ
こ
と
が
、
帰
国
生

に
と
っ
て
最
適
な
進
学
に
つ
な

が
り
ま
す
。　

　

志
望
校
選
び
は
「
合
格
し
や

す
い
学
校
」
で
は
な
く
、「
こ

の
子
が
6
年
間
、
自
然
体
で
成

長
で
き
る
学
校
」
を
見
つ
け
る

作
業
で
す
。
選
択
肢
が
多
い
帰

　
「
和
の
保
育
」
を
テ
ー
マ
に

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
開
園
し
て
い

る
Ｎ
Ｙ
州
公
認
の
日
系
デ
イ
ケ

ア
・
ス
タ
ー
チ
ャ
イ
ル
ド
が
、

園
の
ク
リ
ス
マ
ス
行
事
の
一
環

で
、
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で
開

催
中
の
ク
リ
ス
マ
ス
ホ
リ
デ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
散
歩
へ
行
っ

た
。
子
供
た
ち
は
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
お
も
ち
ゃ

や
飾
り
、
ホ
リ
デ
ー
の
食
べ
物

な
ど
を
見
て
ま
わ
り
、
地
元
の

音
楽
家
に
よ
る
生
演
奏
を
聞
い

た
り
し
た
。
そ
し
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
歌
っ

た
り
、
手
を
た
た
い
た
り
、
体

を
ゆ
ら
し
た
り
と
音
楽
を
楽
し

ん
だ
。
同
園
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
喜
ぶ
よ
う
に
、
季
節
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
開
催
し

て
い
る
。

古
本
市
は
宝
の
山　

本
選
び
に
み
ん
な
夢
中

　

Ｓ
Ａ
Ｔ
はEnglish

と

Math

２
科
目
で
出
題
さ
れ
、

多
く
の
生
徒
は
11
年
生
の
夏
頃

か
ら
受
験
の
準
備
を
始
め
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
エ
ビ
デ
ン
ス
を

根
拠
と
し
た
出
題
の
パ
タ
ー
ン

が
見
ら
れ
、
そ
の
勉
強
の
仕
方

は
生
徒
の
状
況
に
よ
っ
て
様
々

で
す
。
米
国
で
は
高
校
で
Ｓ
Ａ

Ｔ
専
門
の
先
生
を
雇
用
し
て
教

え
て
い
る
所
も
あ
り
ま
す
。
も

と
も
と
数
学
も
英
語
も
得
意
な

生
徒
の
場
合
は
、
例
え
ば
Ｓ
Ａ

Ｔ
問
題
集
やKhan Academy

（
カ
ー
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
）
と

い
う
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
を
よ
く
自

習
活
用
し
て
い
ま
す
。
そ
の
サ

イ
ト
で
は
無
料
で
自
分
の
ア
カ

ウ
ン
ト
が
作
成
で
き
、
Ｓ
Ａ
Ｔ

の
項
目
ご
と
に
ビ
デ
オ
で
内
容

が
学
べ
、
ま
た
練
習
問
題
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
他

方
、
準
備
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な

生
徒
に
は
、
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス

ン
か
ら
専
門
の
チ
ュ
ー
タ
ー
ま

で
、
幅
広
い
選
択
肢
が
あ
り
ま

す
。

　

さ
て
「
Ｓ
Ａ
Ｔ
専
門
の
チ
ュ

ー
タ
ー
」
で
す
が
、
様
々
な
レ

ベ
ル
の
先
生
が
存
在
し
て
お

り
、
例
え
ば
「
こ
の
先
生
の
レ

ッ
ス
ン
を
取
れ
ば
必
ず
高
得

点
」
と
い
っ
た
謳
い
文
句
の
ビ

ジ
ネ
ス
も
多
々
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
先
生
は
多
く
が
富
裕

層
の
家
庭
向
き
で
、
１
時
間

３
０
０
ド
ル
か
ら
５
０
０
ド
ル

と
い
っ
た
、
法
外
と
も
言
え
る

高
料
金
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
多
く
は
１
時
間
１
０
０

ド
ル
か
ら
２
０
０
ド
ル
が
普
通

で
あ
り
、
こ
れ
で
も
約
１
年
間

続
け
る
わ
け
で
す
か
ら
、
安
い

と
は
全
く
い
え
ま
せ
ん
。
こ
れ

が
グ
ル
ー
プ
レ
ッ
ス
ン
に
な
る

と
、費
用
は
抑
え
ら
れ
ま
す
し
、

基
本
が
備
わ
っ
て
い
る
生
徒
は

こ
ち
ら
で
十
分
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
逆
に
、
不
得
意
な
項
目
や

基
本
が
抜
け
て
い
る
生
徒
は
、

個
人
レ
ッ
ス
ン
の
ほ
う
が
合
っ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
生

徒
本
人
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
と
や

る
気
、
ま
た
家
庭
の
経
済
状
況

な
ど
、
全
て
の
要
素
を
考
慮
す

る
べ
き
で
し
ょ
う
。

個
人
レ
ッ
ス
ン
の
例

　

で
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
専
門
の
チ
ュ
ー

タ
ー
を
雇
っ
た
場
合
、
ど
の
よ

う
な
プ
ロ
セ
ス
で
学
習
し
て
い

く
の
で
し
ょ
う
。
や
は
り
個
人

レ
ッ
ス
ン
の
強
み
は
、
そ
の
生

徒
の
弱
点
や
ミ
ス
を
す
る
際
の

く
せ
な
ど
を
見
つ
け
出
し
、
強

化
・
矯
正
し
て
く
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。
例
え
ば
、
最
初
に
Ｓ
Ａ

Ｔ
の
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
テ
ス
ト
を

時
間
制
限
を
設
け
て
受
け
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
結
果
の
点

数
で
は
今
そ
の
生
徒
が
ど
の
位

置
に
存
在
す
る
の
か
、
ま
た
そ

れ
ぞ
れ
の
問
題
を
分
類
し
、
ど

の
分
野
の
ど
の
項
目
が
理
解
で

き
て
い
な
い
か
、
間
違
え
や
す

い
か
な
ど
が
分
析
・
特
定
さ
れ

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
項
目
を

重
点
的
に
学
習
す
る
「
そ
の
子

の
た
め
の
学
習
計
画
表
」
を
作

り
、
レ
ッ
ス
ン
を
実
行
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
最
終
的
な

Ｓ
Ａ
Ｔ
の
ゴ
ー
ル
点
数
を
定

め
、
何
か
月
で
何
点
ア
ッ
プ
す

る
か
目
標
を
作
成
し
ま
す
。
そ

れ
は
、
例
え
ば
自
分
が
進
学
希

望
の
大
学
の
Ｓ
Ａ
Ｔ
の
点
数
に

焦
点
を
合
わ
せ
て
も
い
い
で
す

し
、
あ
る
程
度
自
分
の
興
味
の

あ
る
学
部
の
大
学
が
求
め
る
点

数
に
目
標
を
定
め
る
と
良
い
で

し
ょ
う
。
大
学
の
ウ
エ
ブ
サ
イ

ト
な
ど
で
よ
く
調
べ
て
、
具
体

的
な
大
学
リ
ス
ト
を
決
め
て
お

く
と
、
学
習
継
続
の
モ
ー
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
に
も
繋
が
り
ま
す
。

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

米
国
の
大
学
進
学
の
基
礎
知
識

Ｓ
Ａ
Ｔ
の
準
備
と
は
？

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育
博
士

高
橋
純
子

https://miray109.com/
mailto:ski@nyikuei.org
tel:2014616502
http://www.kodomony.org
https://jp.kennedyinternational.org/
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
に
て
発

表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に
よ

る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
中
３

永
井　

玲
菜

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
一
般

ア
ジ
サ
イ
の
会

樊　

玉
順

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
学
校
小
1

劉　

直
美

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
中
１成

松　

愛
莉

育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

水
曜
書
写
小
２

寺
田　

ゆ
の

N
Y
小
山
書
道
教
室
中
１荻

原　

詩
織
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ぼ
く
が
、
二
〇
二
五
年
の

学
園
祭
で
一
番
思
い
出
に
の

こ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
器
楽

で
す
。
そ
の
理
由
は
二
つ
あ

り
ま
す
。
器
楽
と
は
、
高
学

年
が
希
望
の
パ
ー
ト
を
選
び
、

合
そ
う
を
す
る
科
目
で
す
。

　

一
つ
目
の
理
由
は
、
ぼ
く

は
、
四
月
か
ら
ず
っ
と
ア
ル

ト
サ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ン
を
練
習

し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
や

っ
た
時
は
ふ
い
て
も
音
が
出

ず
、
学
園
祭
等
で
ふ
け
る
か

と
て
も
心
配
で
し
た
。
け
れ

ど
、
毎
週
五
年
生
と
六
年
生

と
一
し
ょ
に
練
習
し
て
い
っ

た
ら
少
し
ず
つ
ア
ル
ト
サ
ッ

ク
ス
フ
ォ
ン
に
慣
れ
て
い
き

ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
、
だ

ん
だ
ん
初
め
の
心
配
が
な
く

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

練
習
で
は
、
毎
週
火
曜
日

に
パ
ー
ト
ご
と
や
、
三
つ
の

パ
ー
ト
で
集
ま
っ
て
ふ
き
ま

し
た
。
学
園
祭
で
ひ
く
曲
が

と
て
も
む
ず
か
し
か
っ
た
け

れ
ど
、
少
し
ず
つ
で
き
て
い

き
ま
し
た
。
こ
の
調
子
な
ら

本
番
も
い
け
る
と
、
ぼ
く
は

器
楽
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う
を
し
て

い
る
時
に
、
い
つ
も
そ
う
思

っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き

は
本
番
が
と
て
も
楽
し
み
で

し
た
。

　

本
番
の
朝
は
、
楽
し
み
す

ぎ
て
朝
の
五
時
と
か
に
起
き

て
し
ま
い
ま
し
た
。
会
場
に

つ
い
て
十
時
暗
い
か
ら
四
年

生
、
五
年
生
、
六
年
生
の
み

ん
な
で
本
番
に
む
け
て
の
練

習
を
始
め
ま
し
た
。
ひ
く
曲

は
二
曲
で
、
サ
プ
ラ
イ
ズ
シ

ン
フ
ォ
ニ
ー
と
ア
メ
リ
カ
ン

ハ
ト
ロ
ー
ル
を
ひ
き
ま
し
た
。

本
番
の
時
に
、
と
中
で
下
手

な
音
が
出
た
と
き
は
、
自
分

で
イ
ラ
イ
ラ
と
い
う
気
持
ち

が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
お
客
さ

ん
た
ち
が
よ
ろ
こ
ん
で
く
れ

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

　

5
2
7
人
。
皆
さ
ん
は
こ

の
数
字
が
何
を
示
し
て
い
る

か
分
か
る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ

は
令
和
7
年
1
月
29
日
に
日

本
の
警
察
庁
が
公
表
し
た
1

年
で
の
児
童
生
徒
の
自
殺
者

数
で
あ
る
。
一
般
的
な
小
学

校
の
全
校
児
童
数
の
平
均
が

約
3
1
8
人
の
た
め
、
約
1. 

5
校
の
児
童
生
徒
が
一
年
で

自
殺
し
て
い
る
計
算
に
な
る
。

そ
し
て
、
児
童
生
徒
の
自
殺

の
理
由
の
ほ
と
ん
ど
が
、
い

じ
め
に
よ
る
精
神
的
苦
痛
で

あ
る
。
そ
こ
で
、
私
は
な
ぜ

い
じ
め
が
発
生
し
増
え
続
け

て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
を

改
善
す
る
た
め
に
は
ど
う
す

べ
き
な
の
か
を
考
え
た
。 

　

初
め
に
、
い
じ
め
が
な
ぜ

発
生
す
る
の
か
に
つ
い
て
話

し
た
い
。
い
じ
め
の
定
義
を

明
確
に
す
る
た
め
、
今
回
は

児
童
生
徒
が
同
じ
学
校
に
在

籍
し
て
い
る
な
ど
の
一
定
以

上
の
人
的
関
係
に
あ
る
他
の

児
童
生
徒
に
対
す
る
心
理
的

ま
た
は
物
理
的
な
影
響
を
与

え
る
行
為
を
指
す
。
例
え
ば
、

言
葉
に
よ
る
攻
撃
や
無
視
、

物
理
的
な
暴
力
な
ど
が
含
ま

れ
る
。
い
じ
め
が
発
生
す
る

原
因
を
結
論
か
ら
言
う
と
、

ほ
と
ん
ど
が
妬
み
や
嫉
妬
か

ら
生
じ
る
も
の
だ
と
私
は
考

え
る
。
妬
み
や
嫉
妬
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
が
存
在

し
、
家
庭
環
境
や
学
校
で
の

問
題
が
重
な
る
こ
と
で
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
る
。
そ
の
ス
ト

レ
ス
を
、
自
分
よ
り
良
い
生

活
や
成
績
を
手
に
し
て
い
る

生
徒
に
対
し
て
発
散
す
る
こ

と
で
、
い
じ
め
が
発
生
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
見
た
目
や
性
格

が
自
分
と
異
な
る
人
に
嫌
悪

感
を
抱
き
、
そ
こ
か
ら
い
じ

め
が
始
ま
る
こ
と
も
少
な
く

な
い
だ
ろ
う
。 

　

し
か
し
私
は
、
い
じ
め
て

い
る
側
が
1
0
0
%
悪
い
と

は
思
わ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、

い
じ
め
を
肯
定
す
る
気
は
全

く
な
い
が
、
嫉
妬
の
感
情
を

抱
く
こ
と
は
誰
に
で
も
あ
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
感
情
を

ど
の
よ
う
に
制
御
す
る
か
が

重
要
だ
と
思
う
。
も
し
全
員

が
そ
の
感
情
を
制
御
で
き
な

け
れ
ば
、
日
本
だ
け
で
な
く
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世
界
中
で
さ
ら
に
多
く
の
い

じ
め
が
起
こ
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
い
じ
め
の
原
因
が
理
解

で
き
た
と
こ
ろ
で
、
具
体
的

に
改
善
策
を
考
え
て
み
た
い
。 

　

も
し
自
分
が
い
じ
め
る
側

に
な
り
そ
う
な
時
は
、
身
近

な
人
に
話
を
聞
い
て
も
ら
う

こ
と
が
一
番
の
解
決
策
に
な

る
と
考
え
る
。
い
じ
め
が
発

生
し
た
時
、
い
じ
め
た
側
を

問
い
詰
め
る
の
で
は
な
く
、

ま
ず
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
感

情
に
な
っ
た
の
か
を
聞
く
こ

と
が
重
要
だ
。
自
分
の
行
動

に
対
し
て
否
定
さ
れ
る
こ
と

は
、
誰
に
と
っ
て
も
良
い
気

が
し
な
い
は
ず
だ
。
そ
こ
で
、

否
定
す
る
の
で
は
な
く
、
な

ぜ
そ
う
な
っ
た
の
か
、
発
端

は
何
か
を
聞
い
て
、
そ
こ
か

ら
解
決
策
を
考
え
る
こ
と
が

最
も
効
果
的
だ
と
思
う
。
ま

た
、
学
校
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

導
入
も
効
果
的
だ
。
た
と
え

ば
、
定
期
的
に
い
じ
め
に
関

す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
、
児
童
生
徒
自
身
が
い

じ
め
の
影
響
を
理
解
し
、
解

決
策
を
一
緒
に
考
え
る
場
を

設
け
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。 

　

現
在
、
日
本
で
は
い
じ
め

が
少
し
ず
つ
増
え
続
け
て
い

る
。
今
私
が
話
し
た
内
容
は

ほ
ん
の
一
部
に
過
ぎ
ず
、
さ

ま
ざ
ま
な
い
じ
め
の
形
が
あ

る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
た
と

え
自
分
が
い
じ
め
を
受
け
て

い
る
当
事
者
で
な
く
て
も
、

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を
見

か
け
た
ら
、
そ
の
人
の
表
情

や
状
況
か
ら
大
体
の
心
情
が

分
か
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
い
じ
め
を
し
て
い
る
本

人
に
注
意
す
る
こ
と
が
難
し

く
て
も
、
信
頼
で
き
る
大
人

や
先
生
に
勇
気
を
持
っ
て
相

談
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
先
、
も
し
自
分
が

嫌
な
思
い
を
す
る
こ
と
が
あ

れ
ば
、
友
達
や
親
、
身
近
な

人
に
話
す
こ
と
で
少
し
気
が

楽
に
な
る
と
思
う
。
今
一
度
、

自
分
が
嫌
な
目
に
あ
っ
て
い

な
い
か
、
人
に
嫌
な
こ
と
を

し
て
い
な
い
か
、
い
じ
め
を

見
た
こ
と
が
あ
る
か
を
改
め

て
考
え
て
み
て
ほ
し
い
。 

　
　
　
　

   　
　
（
滞
米
５
年
）　

ぼ
く
が
、
な
つ
や
す
み
に

よ
ん
だ
ほ
ん
は
「
ぼ
く
の
お

と
う
と
」
と
い
う
ほ
ん
で
す
。

　

ぼ
く
に
も
お
と
う
と
が
い

ま
す
。
お
と
う
と
と
あ
そ
ぶ

こ
と
が
す
き
で
す
。

　

ほ
ん
の
あ
か
ち
ゃ
ん
は
、

ぽ
い
ぽ
い
あ
そ
び
が
す
き
だ

け
ど
、
ぼ
く
の
お
と
う
と
は
、

ふ
ん
す
い
で
み
ず
あ
そ
び
を

す
る
こ
と
と
、
こ
う
え
ん
で

あ
そ
ぶ
こ
と
が
す
き
で
す
。

　

ゆ
び
き
り
げ
ん
ま
ん
の
う

た
を
き
い
て
、
あ
か
ち
ゃ
ん

が
な
い
て
い
た
け
れ
ど
、
ぼ

く
も
は
り
せ
ん
ぼ
ん
を
の
む

の
は
こ
わ
い
か
ら
、
な
い
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　

あ
か
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
あ
そ
ぶ
や
く
そ
く
を
や
ぶ

っ
た
ら
お
ば
け
が
で
て
き
た

の
で
、
ぼ
く
は
お
と
う
と
と

あ
そ
ぶ
や
く
そ
く
は
や
ぶ
ら

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
お
も

い
ま
し
た
。

　

よ
う
し
、
お
と
う
と
と
あ

そ
ぶ
ぞ
！　

   　
（
滞
米
６
年
）

た
の
で
、
発
表
が
大
成
功
し
て

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

そ
う
し
た
ら
、
だ
ん
だ
ん
イ
ラ

イ
ラ
す
る
気
持
ち
が
な
く
な
っ

て
い
き
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
に

全
て
の
発
表
が
終
わ
っ
た
後

に
、
と
て
も
す
ご
か
っ
た
よ
、

と
言
わ
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
で

す
。

　

四
月
と
今
を
く
ら
べ
、
ア
ル

ト
サ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ン
を
す
ご
く

ふ
け
る
よ
う
に
な
り
、
ぼ
く
は

と
っ
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
こ

れ
か
ら
の
器
楽
の
じ
ゅ
ぎ
ょ
う

も
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
、
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
フ

ォ
ン
を
さ
ら
に
上
手
に
な
っ

て
、
初
心
者
に
教
え
て
あ
げ
た

い
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

          （
滞
米
４
年
１
か
月
）

「
ぼ
く
の
お
と
う
と
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
L
I
校
小
１

　
　
　
　
　
　
　
　
は
や
し
　
そ
う
せ
い

　

夏
、
日
本
に
一
時
帰
国
し
た

と
き
に
、
い
と
こ
の
家
に
四
日

と
ま
り
ま
し
た
。
家
の
中
が
と

て
も
き
れ
い
で
、
ご
う
か
だ
っ

た
で
す
。

　

そ
し
て
、
い
と
こ
た
ち
と
川

に
行
き
ま
し
た
。
川
で
ク
ロ
ー

ル
を
し
た
り
、
う
き
輪
に
乗
り

な
が
ら
、ゆ
っ
く
り
し
ま
し
た
。

お
く
に
行
っ
た
り
、
あ
さ
い
と

こ
ろ
に
行
き
ま
し
た
。
川
の
音

が
ザ
ー
と
い
っ
て
い
ま
し
た
。

お
く
の
と
こ
ろ
は
ぬ
め
ぬ
め
し

ま
し
た
。
あ
さ
い
と
こ
ろ
は
ち

「
今
あ
る
現
状
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
　
悠
真

「
学
園
祭
で
の
ア
ル
ト

　
　

サ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ン
」

　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水
島
　
蓮

ょ
っ
と
し
た
す
べ
り
台
が
あ

り
ま
し
た
。
暑
い
日
に
入
っ

た
の
で
、
す
っ
き
り
し
ま
し

た
。

　

川
が
終
わ
っ
た
ら
、
温
せ

ん
に
行
っ
て
、
水
ぶ
ろ
に
入

っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
熱
い
温

せ
ん
に
入
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
夜
ご
飯
は
や
き

鳥
を
食
べ
ま
し
た
。
ふ
つ
う

の
や
き
鳥
（
た
れ
の
や
き
鳥
）

を
食
べ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

ぼ
く
の
弟
は
、
や
き
お
に
ぎ

り
と
か
を
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ぼ
く
の
お
母
さ
ん
と
い
と
こ

の
お
母
さ
ん
は
ビ
ー
ル
か
ワ

イ
ン
を
飲
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
X
の
カ
ス

タ
マ
イ
ズ
と
か
重
さ
を
量
り

ま
し
た
。
量
っ
た
と
き
、
い

と
こ
は
び
っ
く
り
し
て
い
ま

し
た
。
い
と
こ
は
量
っ
た
ら
、

「
こ
の
ベ
イ
は
そ
ん
な
に
軽
い

ん
だ
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

「
ベ
イ
」
と
は
楽
し
く
こ
ま
を

回
し
て
、
戦
う
ゲ
ー
ム
で
す
。

そ
れ
に
は
、
タ
イ
プ
と
い
う

も
の
が
あ
っ
て
、
ア
タ
ッ
ク

し
た
り
、
守
る
こ
ま
が
あ
り

ま
す
。
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
と
は

ベ
イ
を
か
い
ぞ
う
す
る
こ
と

で
す
。
次
の
日
に
、
そ
の
カ

ス
タ
マ
イ
ズ
を
し
た
ベ
イ
で

戦
う
約
束
を
し
ま
し
た
。

　

一
時
帰
国
し
た
と
き
、
い

と
こ
と
会
え
る
こ
と
が
、
一

番
幸
せ
で
飛
び
あ
が
る
ほ
ど

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

   　
（
滞
米
１
年
５
か
月
）

　
　
　

□　
　

□　
　

□
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閑
静
な
高
級
住
宅
街
と
し
て
知
ら
れ
る
フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
は
、

公
立
学
校
区
の
評
価
が
高
く
、
古
く
か
ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
に
支
持

さ
れ
て
き
た
人
気
エ
リ
ア
だ
。
近
年
は
、
築
浅
で
モ
ダ
ン
な
賃
貸

物
件
が
増
え
た
こ
と
で
、
単
身
者
や
カ
ッ
プ
ル
か
ら
の
需
要
も
急

速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　

写
真
の
部
屋
は
室
内
洗
濯
乾
燥
機
を
備
え
、
ゆ
と
り
あ
る
間
取

り
に
加
え
、
ド
ア
マ
ン

や
ジ
ム
な
ど
共
用
設
備

も
充
実
し
て
い
る
ワ
ン

ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
の
賃

貸
物
件
で
、
家
賃
は

３
４
５
０
ド
ル
。

　

建
物
1
階
に
ト
レ
ー

ダ
ー
ジ
ョ
ー
ズ
が
入
っ

て
い
る
点
は
、
日
々
の

生
活
利
便
性
を
大
き
く

向
上
さ
せ
る
魅
力
的
な

ポ
イ
ン
ト
だ
。
ま
た
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
や
ク
イ

ー
ン
ズ
の
水
辺
エ
リ
ア

の
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド

シ
テ
ィ
ー
と
比
較
す
る

と
、
家
賃
が
抑
え
ら
れ

て
い
る
た
め
、「
利
便

性
と
コ
ス
ト
の
バ
ラ
ン

ス
」
を
重
視
す
る
入
居

者
か
ら
選
ば
れ
や
す
い
特
性
が
あ
る
。

　

フ
ォ
レ
ス
ト
ヒ
ル
ズ
へ
は
地
下
鉄
・
バ
ス
・
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
鉄
道
（
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
）
で
ス
ム
ー
ズ
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
特
に
地

下
鉄
と
Ｌ
Ｉ
Ｒ
Ｒ
の
双
方
を
利
用
で
き
る
エ
リ
ア
は
ク
イ
ー
ン
ズ

内
で
も
希
少
。
こ
う
し
た
交
通
利
便
性
の
高
さ
も
エ
リ
ア
全
体
の

人
気
を
支
え
て
い
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話
２
１
２
・
３
９
１
・
５
５
５
４
７

Ｅ
メ
ー
ルmatsuzaki@able-global.com

　

松
﨑
さ
ん
。

（
写
真
提
供
・
エ
イ
ブ
ル
不
動
産
）

閑静な高級住宅街フォレストヒルズに暮らす

　

世
界
最
大
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ

レ
ッ
ド
村
の
作
者
と
し
て
ギ
ネ

ス
世
界
記
録
を
保
持
す
る
ジ
ン

ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
・
マ
ン
こ
と
、

ジ
ョ
ン
・
ロ
ビ
ッ
チ
さ
ん
の
今

年
の
作
品
が
現
在
チ
ェ
ル
シ
ー

に
あ
る
ス
タ
ー
レ
ッ
ト-

リ
ー

ハ
イ
・
ビ
ル
内
（
西
26
丁
目

６
０
１
番
地
）
に
展
示
さ
れ
て

い
る
。

　

今
年
の
作
品
は
、
Ｎ
Ｙ
市
の

ル
ー
ツ
で
あ
る
地
下
鉄
や
イ
エ

ロ
ー
タ
ク
シ
ー
、
34
丁
目
の
メ

イ
シ
ー
ズ
デ
パ
ー
ト
の
ほ
か
、

マ
ッ
ツ
ォ
ボ
ー
ル
専
門
店
や
ハ

ラ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ユ
ダ
ヤ

教
の
祭
典
ハ
ヌ
カ
で
使
わ
れ
る

駒
ド
ラ
イ
デ
ル
な
ど
Ｎ
Ｙ
市
の

多
様
性
の
象
徴
を
含
め
７
０
０

種
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ビ
ッ
チ

さ
ん
は
１
９
９
４
年
、
地
元
カ

ン
ザ
ス
・
シ
テ
ィ
の
ホ
テ
ル
の

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
用
に
14
歳
で
初

め
て
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
・

ハ
ウ
ス
を
作
っ
た
。
ワ
シ
ン
ト

ン
Ｄ
Ｃ
や
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
の
ホ

テ
ル
で
シ
ェ
フ
と
し
て
キ
ャ
リ

ア
を
積
ん
だ
が
、
自
身
の
作
品

に
人
々
が
嬉
し
そ
う
に
反
応
す

る
様
子
を
見
る
こ
と
が
好
き

で
、
Ｎ
Ｙ
市
で
製
作
に
専
念
す

る
こ
と
に
し
た
。

　

今
年
の
作
品
に
は
、
７
歳
の

娘
を
店
名
に
し
た
玩
具
店
、
妻

と
手
芸
店
ホ
ビ
ー
・
ロ
ビ
ー
で

買
い
物
を
し
て
い
る
時
に
目
に

し
た
く
る
み
割
り
人
形
、
コ
ネ

チ
カ
ッ
ト
で
通
り
か
か
っ
た
キ

ャ
ン
デ
ィ
・
ケ
ー
ン
店
な
ど
、

日
常
の
生
活
で
閃
い
た
ア
イ
デ

ィ
ア
も
ふ
ん
だ
ん
に
取
り
入
れ

た
と
い
う
。
14
日
（
日
）、
17

日
（
水
）、
20
日
（
土
）
に
は

隣
の
オ
リ
ー
・
オ
リ
ー
・
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
、
ロ
ビ
ッ
チ
さ
ん
が

手
作
り
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド

教
室
を
開
催
す
る
。
参
加
費
は

35
ド
ル
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ
トhttps://gingerbread-

lane.org/

を
参
照
す
る
。
同

サ
イ
ト
で
は
、
ロ
ビ
ッ
チ
さ
ん

の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
ブ
レ
ッ
ド
の
レ

シ
ピ
も
紹
介
し
て
い
る
。

有名作家のお菓子の家
ジンジャーブレッドハウス

チ
ェ
ル
シ
ー
地
区
で
展
示
中

mailto:commercial@redacinc.com
https://gingerbread-lane.%E3%80%80%E9%96%91%E9%9D%99%E3%81%AA%E9%AB%98%E7%B4%9A%E4%BD%8F%E5%AE%85%E8%A1%97%E3%81%A8%E3%81%97%E3%81%A6%E7%9F%A5%E3%82%89%E3%82%8C%E3%82%8B%E3%83%95%E3%82%A9%E3%83%AC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%92%E3%83%AB%E3%82%BA%E3%81%AF%E3%80%81
https://gingerbread-lane.org/
mailto:matsuzaki@able-global.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
次
期
市

長
で
あ
る
ゾ
ー
ラ
ン
・
マ
ム
ダ

ニ
氏
（
34
、民
主
党
）
は
７
日
、

米
移
民
税
関
捜
査
局（
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）

と
の
遭
遇
時
に
移
民
が
持
つ
市

民
の
権
利
を
説
明
す
る
動
画
を

自
身
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア

で
公
開
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
政
権
が
進
め
る
移

民
取
り
締
ま
り
強
化
と
、
そ
れ

に
対
す
る
市
民
・
人
権
団
体
の

懸
念
の
高
ま
り
を
受
け
た
も
の

で
、
次
期
市
政
ト
ッ
プ
が“

市

民
へ
の
案
内”

を
出
す
異
例
の

事
態
と
な
っ
た
。

　

動
画
の
中
で
マ
ム
ダ
ニ
氏

は
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
は
法
廷
発
行
の

裁
判
官
の
署
名
し
た
令
状
な
し

に
は
自
宅
や
学
校
、
職
場
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
エ
リ
ア
な
ど
の
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
に
入
る
こ

と
は
で
き
な
い
」
こ
と
や
、「
Ｉ

Ｃ
Ｅ
は
法
的
に
あ
な
た
に
嘘
を

つ
く
権
利
が
あ
る
が
、
あ
な
た

に
は
黙
秘
権
が
あ
る
」
こ
と
な

ど
基
本
的
な
法
的
権
利
を
説
明

し
て
い
る
。「
逮
捕
を
妨
害
し

な
い
限
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
撮
影
す

る
こ
と
は
法
的
に
認
め
ら
れ
て

い
る
」。
そ
の
上
で
、「
Ｉ
Ｃ
Ｅ

や
法
執
行
機
関
と
の
や
り
取
り

中
は
、
冷
静
さ
を
保
つ
こ
と
が

重
要
で
す
。
捜
査
を
妨
害
し
た

り
、
逮
捕
に
抵
抗
し
た
り
、
逃

げ
た
り
し
な
い
で
く
だ
さ
い
」

と
語
り
か
け
て
い
る
。
拘
留
さ

れ
て
い
る
場
合
は
、
彼
ら
が
答

え
る
ま
で
い
つ
で
も
『
私
は
も

う
帰
っ
て
も
い
い
で
す
か
？
』

と
何
度
で
も
尋
ね
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
し
た
。
マ
ム
ダ
ニ
氏

は
、「
自
分
の
権
利
を
知
る
こ

と
で
、
私
た
ち
は
み
な
Ｉ
Ｃ
Ｅ

に
立
ち
向
か
え
る
」
と
強
調
、

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
常
に
移
民

を
歓
迎
し
ま
す
。
私
は
移
民
の

兄
弟
姉
妹
を
守
り
、
支
援
し
、

称
え
る
た
め
に
日
々
戦
い
ま

す
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
移
民
局
の

２
０
２
２
年
の
デ
ー
タ
に
よ

れ
ば
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

３
０
０
万
人
の
移
民
の
う
ち
、

少
な
く
と
も
41
万
２
千
人
が
不

法
入
国
し
て
い
る
。

　

不
法
移
民
は
犯
罪
者
で
あ
る

と
主
張
す
る
右
派
か
ら
は
今
回

の
動
画
に
は
批
判
が
出
て
い

る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で

は
「
犯
罪
者
を
幇
助
し
、
助
言

し
て
い
る
」
と
い
っ
た
声
が
上

が
っ
て
い
る
。
保
守
系
の
政
治

評
論
家
の
カ
ル
マ
イ
ン
・
サ
ビ

ア
氏
は
「
で
は
、
気
に
入
ら
な

い
法
律
は
無
視
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
か
？　

国
境
や
移
民
法

な
ん
て
、
そ
も
そ
も
設
け
る
べ

き
で
は
な
い
の
で
す
か
？
」
と

Ｘ
に
投
稿
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
初
の
イ
ス
ラ

ム
教
徒
市
長
と
な
る
マ
ム
ダ
ニ

氏
は
１
月
１
日
に
就
任
宣
誓
を

行
う
。
自
身
は
ウ
ガ
ン
ダ
の
カ

ン
パ
ラ
で
イ
ン
ド
系
の
両
親
の

も
と
に
生
ま
れ
、
７
歳
の
時
に

家
族
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
移

住
し
、
２
０
１
８
年
に
米
国
市

民
権
を
取
得
し
た
。

　

ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
マ
ム
ダ

ニ
氏
に
対
し
、
市
長
選
の
運
動

中
か
ら「
共
産
主
義
の
狂
信
者
」

な
ど
と
激
し
く
非
難
し
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
へ
連
邦
資
金
援
助

を
削
減
す
る
な
ど
と
警
告
し
て

い
た
。
マ
ム
ダ
ニ
氏
も
ト
ラ
ン

プ
氏
を
「
フ
ァ
シ
ス
ト
」
だ
と

非
難
し
て
い
た
。
し
か
し
当
選

後
、
11
月
21
日
に
行
わ
れ
た
大

統
領
執
務
室
で
の
二
人
の
会
談

で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
マ
ム
ダ

ニ
氏
に
好
意
的
な
態
度
を
示
し

「
思
っ
て
い
た
以
上
に
多
く
の

点
で
意
見
が
一
致
し
て
い
る
」

と
述
べ
、「
彼
に
は
素
晴
ら
し

い
仕
事
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
し

て
、
私
た
ち
は
彼
が
素
晴
ら
し

い
仕
事
を
で
き
る
よ
う
支
援
し

て
い
く
」
と
持
ち
上
げ
た
。
し

か
し
、「
不
法
移
民
一
掃
」
が

ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
公
約
」
で
あ

り
、
マ
ム
ダ
ニ
次
期
市
長
と
は

こ
の
問
題
で
激
し
い
対
立
を
生

む
可
能
性
が
あ
る
。

マ
ム
ダ
ニ
次
期
市
長

「
Ｉ
Ｃ
Ｅ
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
動
画
公
開

 　
劇
場
地
区
の
事
業
促
進
を

支
援
す
る
非
営
利
団
体
タ
イ
ム

ズ
ス
ク
エ
ア
・
ア
ラ
イ
ア
ン
ス

と
年
越
し
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を

主
催
す
る
ワ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
ス

ク
エ
ア
は
１
日
、
誰
で
も
新
年

の
抱
負
や
希
望
を
書
い
て
掲
示

で
き
る
恒
例
の
「
ウ
ィ
ッ
シ
ン

グ
・
ウ
ォ
ー
ル
」
を
設
置
し
た
。

　

設
置
場
所
は
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
の
45
〜
47
丁
目
で
、
カ
ラ
フ

ル
な
紙
に
２
０
２
６
年
に
向
け

た
抱
負
を
書
き
同
ウ
ォ
ー
ル
に

貼
り
付
け
る
。
収
集
さ
れ
た
重

さ
約
３
０
０
０
ポ
ン
ド
の
願
い

は
、
タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
・
ボ

ー
ル
の
深
夜
の
落
下
と
一
緒
に

紙
吹
雪
と
し
て
放
た
れ
る
。
ウ

ォ
ー
ル
の
開
放
は
29
日
（
ク
リ

ス
マ
ス
以
外
）
ま
で
の
午
前
11

時
か
ら
午
後
８
時
で
、
現
地
に

行
か
な
く
て
も
オ
ン
ラ
イ
ン 

（TSQ.org/W
ish

）
ま
た
は
今

年
の
同
イ
ベ
ン
ト
の
ス
ポ
ン
サ

ー
で
あ
る
プ
ラ
ネ
ッ
ト
・
フ

ィ
ッ
ト
ネ
スPlanetFitness.

com/confettiwishes

で
抱
負

を
送
信
す
る
と
紙
に
印
刷
し
て

も
ら
え
る
。
た
だ
し
オ
ン
ラ
イ

ン
の
場
合
、
28
日
以
降
の
提
出

は
来
年
の
イ
ベ
ン
ト
に
持
ち
越

さ
れ
る
。

　

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
・
ア

ラ
イ
ア
ン
ス
の
ト
ム
・
ハ
リ

ス
代
表
は
声
明
で
「
年
越
し

は
新
年
に
向
け
た
沈
思
、
再

生
の
瞬
間
で
あ
る
。
ウ
ィ
ッ

シ
ン
グ
・
ウ
ォ
ー
ル
の
す
べ

て
の
願
い
は
新
年
に
向
け
た

楽
観
、
そ
し
て
世
界
中
の

人
々
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
象
徴

す
る
」
と
伝
え
て
い
る
。
同

イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
はhttps://

www.timessquarenyc.org/
events/nye-wishing-wall

を

参
照
す
る
。 

新
年
の
抱
負
を
紙
吹
雪
で 

mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
mailto:hello@libret.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
TSQ.org/Wish
https://www.timessquarenyc.org/events/nye-wishing-wall
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
こ
こ
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
つ
い
先
週

ま
で
夏
の
名
残
が
続
い
て
い
た

の
に
、
急
に
空
気
が
ひ
ん
や
り

し
て
き
て
、
よ
う
や
く
秋
の
気

配
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
そ

ん
な
中
、
Ｎ
Ｙ
在
住
の
友
人
か

ら
は「
も
う
す
っ
か
り
冬
だ
よ
」

と
の
便
り
が
。
そ
う
い
え
ば
10

月
に
久
し
ぶ
り
に
Ｎ
Ｙ
へ
行
っ

た
際
も
想
像
以
上
に
寒
く
、
結

局
は
現
地
で
急
き
ょ
上
着
を
買

う
こ
と
に
。
乾
い
た
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
の
気
候
に
慣
れ
て
い
る

と
、
あ
の
冷
た
い
空
気
が
一
層

鮮
烈
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
気
が
つ
け
ば
、
ル
ー

ト
66
が
生
誕
百
周
年
を
迎
え
る

２
０
２
６
年
ま
で
、
い
よ
い
よ

残
り
１
か
月
を
切
り
ま
し
た

（
と
は
い
え
正
式
な
開
通
記
念

日
は
少
し
先
で
す
が
・
・
・
）。

こ
の
節
目
を
目
前
に
し
て
、
よ

う
や
く
世
間
の
「
腰
が
上
が
っ

た
」
と
い
う
か
、
そ
れ
ま
で
は

ル
ー
ト
66
の 

「
ル
」
の
字
も
口

に
し
て
こ
な
か
っ
た
人
た
ち
ま

で
、
こ
こ
ぞ
と
ば
か
り
に
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
「
ル
ー
ト
66
愛
」
を
発
信

し
始
め
る
様
子
が
散
見
さ
れ
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
注
目
が
集
ま
る

の
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す

が
、
ひ
ね
く
れ
者
の
筆
者
と
し

て
は
、
ど
う
に
も
そ
の
風
景
に

薄
い
違
和
感
を
覚
え
て
し
ま
う

の
も
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
今
月
は
、
２
０
２
６
年

の
ル
ー
ト
66
生
誕
百
周
年
を
前

に
、
各
地
で
少
し
ず
つ
発
表
さ

れ
て
き
た
公
式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
中
か
ら
、
印
象
に
残
る
話
題

を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

特
定
の
街
や
州
に
限
ら
ず
、
ル

ー
ト
66
全
体
が
ゆ
っ
く
り
と

「
準
備
の
季
節
」
に
入
っ
て
き

た
－
そ
ん
な
雰
囲
気
を
感
じ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
シ
ー
ズ
ン
⑥
、
今
ル

ー
ト
66
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る

の
か
。
早
速
始
め
て
い
き
ま
し

ょ
う
！

■
先
住
民
文
化
を
め
ぐ
る
デ
ジ

タ
ル
マ
ッ
プ
誕
生
へ

　

ア
メ
リ
カ
先
住
民
観
光
協

会
（American Indigenous 

Tourism Association

）

が

進
め
る
「
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ア
メ

リ
カ
ン
・
ト
ラ
ベ
ル
ア
プ
リ
、

「Route     

デ
ジ
タ
ル
マ
ッ
プ
」

が
、
ル
ー
ト
66
百
周
年
委
員
会

よ
り
正
式
な
セ
ン
テ
ニ
ア
ル
公

式
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
会
は
来
年
、
一
般
向
け

サ
イ
ト DestinationNative 

America.com

に
て
、
こ
の
デ

ジ
タ
ル
地
図
を
公
開
予
定
。
沿

線
に
暮
ら
す
ネ
イ
テ
ィ
ブ
各
部

族
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
文
化
ス

ポ
ッ
ト
、自
然
、観
光
体
験
を“

進

行
方
向
を
問
わ
ず”

案
内
す
る

の
が
特
徴
で
す
。

　

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

Ａ
Ｉ
Ｔ
Ａ
が
過
去
に
発
表
し

た
『American Indians & 

Route 

』
の
拡
張
版
で
も
あ

り
、
ル
ー
ト
66
に
刻
ま
れ
た
先

住
民
の
歴
史
や
伝
承
を
よ
り
広

く
、
深
く
紹
介
す
る
狙
い
が
あ

り
ま
す
。

　

百
周
年
を
控
え
、「
母
な
る

道
」
の
物
語
に
欠
か
せ
な
い
先

住
民
の
視
点
が
公
式
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
こ
と
は
、
歴
史
的
に

も
象
徴
的
な
一
歩
と
い
え
ま

す
。
尚
、
こ
の
サ
イ
ト
は
現
在

公
開
中
で
す
。

■
Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
が
百
周
年
記
念
切

手
を
発
行

　

米
国
郵
便
サ
ー
ビ
ス
（
Ｕ
Ｓ

Ｐ
Ｓ
）
は
来
年
、
ル
ー
ト
66
百

周
年
記
念
切
手
シ
リ
ー
ズ
を
発

行
す
る
と
発
表
し
ま
し
た
。
使

用
さ
れ
る
写
真
は
す
べ
て
、
20

年
以
上
に
わ
た
り
ル
ー
ト
66
を

撮
り
続
け
て
き
た
、
筆
者
も
親

交
の
深
い
写
真
家
デ
イ
ビ
ッ

ド
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
氏
の
作
品
で

す
。
自
身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
「
郵
便

切
手
に
な
る
の
は
夢
だ
っ
た
」

と
語
っ
た
デ
イ
ビ
ッ
ド
は
、
21

年
間
、
合
計
42
回
の
ル
ー
ト
66

旅
の
集
大
成
と
し
て
こ
の
ニ
ュ

ー
ス
を
紹
介
。「
こ
の
切
手
が

新
し
い
旅
の
き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」と
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

Ｕ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
は
、「
ル
ー
ト
66

は
ア
メ
リ
カ
の
自
由
と
冒
険
の

象
徴
で
あ
り
、
そ
の
精
神
を
称

え
る
シ
リ
ー
ズ
に
な
る
」
と
コ

メ
ン
ト
。
写
真
に
は
商
業
的
な

加
工
を
施
さ
ず
、
道
路
の
残

像
、人
々
、光
の
変
化
な
ど“

リ

ア
ル
な
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド”

が
切

り
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
発
売
日

と
最
初
の
販
売
場
所
は
後
日
発

表
。
百
周
年
を
象
徴
す
る
記
念

ア
イ
テ
ム
と
な
り
そ
う
で
す
。

■
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
、
百
周
年
イ

ベ
ン
ト
を
大
規
模
発
表

　

今
年
99
周
年
を
迎
え
た
ル
ー

ト
66
に
向
け
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

と
州
ル
ー
ト
66
百
周
年
委
員
会

は
、
２
０
２
６
年
に
実
施
す
る

州
全
体
の
大
型
セ
ン
テ
ニ
ア
ル

企
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
オ
ク

ラ
ホ
マ
は
全
８
州
で
最
も
長
い

走
行
可
能
区
間
（
４
０
０
マ
イ

ル
超
）
を
持
つ
州
と
し
て
、「
マ

ザ
ー
ロ
ー
ド
の
中
心
地
」
を
自

認
。
２
０
２
６
年
は
タ
ル
サ
と

オ
ク
ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
を
中
心

に
、
１
年
を
通
じ
て
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

主
な
催
し
は
、
５
月
30
日
の

「Route 
Capital Cruise

」
（
史
上
最
大
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

ー
・
パ
レ
ー
ド
）、
同
日
の
Ｏ

Ｋ
Ｃ
バ
ー
ス
デ
ー
バ
ッ
シ
ュ
、

７
月
の
「Mural fest

」、
そ
し

て
11
月
の
タ
ル
サ
市
内
ラ
イ
ブ

連
動
イ
ベ
ン
ト
な
ど
。
同
州
観

光
局
は
「
ル
ー
ト
66
は
冒
険
心

と
前
向
き
さ
の
象
徴
。
百
周
年

は
未
来
世
代
へ
魅
力
を
伝
え
る

絶
好
の
機
会
」
と
コ
メ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。
世
界
中
の
旅
行
者

を
迎
え
る
準
備
が
着
々
と
進
ん

で
い
ま
す
。

■
賞
金
１
万
ド
ル
の
楽
曲
コ
ン

テ
ス
ト
開
催

　

ル
ー
ト
66
の
西
側
終
点
・
サ

ン
タ
モ
ニ
カ
が
、
百
周
年
を
記

念
し
て
賞
金
１
万
ド
ル
の
「
ソ

ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
「
ル
ー
ト
66

と
サ
ン
タ
モ
ニ
カ
の
つ
な
が

り
」。
18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
参

加
で
き
、
対
象
は
ア
メ
リ
カ
を

含
む
10
か
国
に
住
む
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
。
な
ぜ
か
？
日
本
は
そ
の

対
象
国
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め

米
国
在
住
の
読
者
の
皆
さ
ん

は
、
ぜ
ひ
挑
戦
し
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
？

　

ジ
ャ
ン
ル
は
不
問
で
、
締
め

切
り
は
２
０
２
６
年
４
月
30

日
、受
賞
者
は
６
月
発
表
予
定
。

観
光
局
の
ミ
ス
テ
ィ
・
カ
ー
ン

Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
世
界
中
か
ら
創
造

的
な
作
品
が
届
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
」と
語
っ
て
い
ま
す
。

　

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
は
公
式
終
点

に
加
え
、
多
く
の
旅
行
者
が
訪

れ
る
ピ
ア
の
記
念
標
識
で
も
知

ら
れ
る
、
象
徴
的
な
場
所
。
ネ

グ
レ
テ
市
長
も
「
音
楽
は
文
化

や
言
語
を
越
え
て
人
を
つ
な
ぐ

力
が
あ
る
。
母
な
る
道
の
物
語

を
、
新
し
い
形
で
表
現
し
て
ほ

し
い
」と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
今
月
気
に
な
っ
た
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
し
た
。
今
年
も
一
年
お
付

き
合
い
い
た
だ
き
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ど

う
ぞ
皆
さ
ま
健
や
か
に
年
末
年

始
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
来

年
も
「
マ
ザ
ー
・
ロ
ー
ド
」
の

ど
こ
か
で
、
皆
さ
ま
と
縁
が
つ

な
が
り
ま
す
よ
う
に
。
良
い
お

年
を
お
迎
え
く
だ
さ
い
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
26
：
百
周
年
を
前
に
準
備
す
る
各
地

　

11
月
11
日
か
ら
17
日
に
か

け
て
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
（
国
際
博
物

館
会
議
）
ド
バ
イ
大
会
が

「The Future of Museums 
in Rapidly Changing 
Communities

（
急
速
に
変

化
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お

け
る
博
物
館
の
未
来
）」
を
テ

ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
大
会
は
3
年
に

1
回
開
催
さ
れ
、
第
27
回
目

と
な
る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ド
バ
イ
大

会
は
、
中
東
・
北
ア
フ
リ
カ
・

南
ア
ジ
ア
で
初
と
な
る
開
催

で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
含
め

４
５
０
０
人
以
上
、
日
本
か

ら
は
約
40
人
が
現
地
参
加
し
、

各
国
際
委
員
会
等
で
発
表
や

意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。

正
確
な
数
字
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
印
象
と
し
て
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
参
加
は
比
較

的
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
ド
バ
イ
文
化
芸
術
委

員
長
の
シ
ャ
イ
フ
・
ラ
テ
ィ

フ
ァ
妃
殿
下
ら
主
催
国
の
関

係
者
は
、
Ｕ
Ａ
Ｅ
の
文
化
的

統
一
性
を
強
調
し
、
単
な
る

概
念
で
は
な
く
実
践
と
し
て

の
文
化
外
交
の
重
要
性
に
つ

い
て
訴
え
ま
し
た
。

　

14
日
の
総
会
で
は
、
Ｉ
Ｃ

Ｏ
Ｍ
日
本
委
員
会
と
ペ
ル

ー
国
内
委
員
会
が
提
案
し

た
決
議
案
「Empowering 

Future Generations 
through Intangible 
Heritage

（
無
形
文
化
遺
産

と
記
憶
を
通
じ
た
次
世
代
の

育
成
）」が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
次
期
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
役
員

（
２
０
２
５
〜
28
）
等
の
選
挙

結
果
が
発
表
さ
れ
、
新
会
長

に
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ド
リ
ゲ

ス
氏
（
ア
メ
リ
カ
）
が
、
副

会
長
に
は
ナ
セ
ル
・
ア
ル
・

ダ
ル
マ
キ
氏
（
Ｕ
Ａ
Ｅ
）
及

び
タ
イ
ー
ベ
・
ゴ
ル
ナ
ズ
・

ゴ
ル
サ
バ
ヒ
氏
（
イ
ラ
ン
）

が
選
出
さ
れ
、
執
行
役
員
の

一
人
に
私
も
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
か
ら
の
選
出
は
、

36
年
ぶ
り
4
人
目
で
、
こ
れ

か
ら
精
一
杯
世
界
の
博
物
館

の
発
展
に
貢
献
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
任
期
は
3
年

で
す
。

　

ま
た
、
初
の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
サ

ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
賞
が
、

バ
ル
バ
ド
ス
博
物
館
・
歴
史

協
会
及
び
セ
ン
ト
・
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
ス
大
学
に
よ
る
共
有

の
島
物
語
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

な
お
、
前
回
２
０
２
２
年

の
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
プ
ラ
ハ
大
会
で

は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
に
伴
う
文
化
遺
産
や
博

物
館
の
被
災
や
復
興
に
向
け

た
セ
ッ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ

る
な
ど
多
く
の
議
論
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ド
バ
イ
大
会
で

は
、
開
催
国
の
意
向
か
ど
う

か
は
不
明
な
も
の
の
、
そ
の

よ
う
な
機
会
が
少
な
か
っ
た

の
は
残
念
で
し
た
。
Ｉ
Ｃ
Ｏ

Ｍ
日
本
委
員
会
及
び
日
本
博

物
館
協
会
は
、
全
国
か
ら
集

め
ら
れ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
被

災
博
物
館
や
文
化
遺
産
の
保

全
・
復
旧
の
た
め
の
寄
附
金

総
額
２
９
６
２
万
４
３
９
０

円
を
、
24
年
11
月
22
日
に
Ｉ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
ウ
ク
ラ
イ
ナ
委
員
会

に
送
金
し
て
お
り
、
こ
の
機

会
に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
ウ
ク
ラ
イ
ナ

か
ら
の
参
加
者
か
ら
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、
帰
国
後

に
は
私
の
執
行
役
員
就
任
を

祝
う
レ
タ
ー
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
回
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
大
会
は
、

28
年
8
月
27
日
〜
9
月
1
日

に
オ
ラ
ン
ダ
・
ロ
ッ
テ
ル
ダ

ム
で
開
催
予
定
で
す
。
現

在
改
定
に
向
け
て
検
討
が

進
め
ら
れ
て
い
る
倫
理
規

程
（Code of Ethics for 

Museums

）
は
、
来
年
6
月

に
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
創
立
80
周
年
を

記
念
し
て
パ
リ
で
開
催
さ
れ

る
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
総
会
で
審
議
さ

れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
栗
原
祐
司　

国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）

ICOM
ドバイ大会

66

66

66

http://www.at-newyork.com/
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tel:2122136069
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EVENT
■サンタコン＝ 12/13  10:00 ～ 20:00   
NYC（市内各地のバー）サンタクロース
の仮装をして、朝からバーやパブをはし
ごして街を練り歩く恒例イベント。街中
にサンタ姿の酔っ払いが溢れるので要注
意の土曜日。サンフランシスコで発祥し、
世界 354都市、47か国で開催されている。
参加費：＄17（寄付）
詳細は https://santacon.nyc/
■ホリデークラフトフェア＝ 12/13・14　
11:30 ～ 17:30  Japan Village/ Sunrise 
Market 2F（934 3rd Ave, Brooklyn）地域
のハンドメイド作家、フードクリエイター
による冬のクラフト市。インセンス、ア
ロマ、陶器、天然石アクセサリー、焼き
菓子などが販売される。入場無料。
詳細は https://www.japanvillage.com
■ NY 植物園の「ホリデートレイン
シ ョ ー」 ＝ 2026/1/11 ま で　The New 
York Botanical Garden（2900 Southern 
Blvd）園内の中心にある温室に、ヤシの
葉、松ぼっくりなど植物素材を用いて作っ
た自由の女神など 200以上のランドマー
クのミニチュアレプリカを設置。精巧に
再現された NYの街並みを縫うように模
型列車が走行する。週末の夜は「ホリデー
トレイン・ナイト」も開催。入場料：2
～ 12歳＄25～、大人＄35～、シニア・
学生＄31～、会員・2歳以下は無料。
詳細は https://www.nybg.org
■コニーアイランド寒中水泳大会＝
1/1　11:00   Coney Island（Surf Ave, 
Brooklyn）コニーアイランド・ポーラー
ベアクラブが毎年元旦に行っている寒中
水泳。仮装して参加する人も多く、スター
トの合図とともに氷点下の大西洋へ数百
人が飛び込む。参加費は無料だが、地域
団体への寄付が推奨されている。
詳細は https://coneyislandpolarbearclub.
com/

CLASS/SEMINAR
■河合塾帰国生大学入試説明会 2025＝
12/21　13:00～ 15:00　オンラインによ
るライブ配信で、帰国生大学入試の概況
と今度の受験対策として、①帰国生入試
の基礎知識と海外在住中の心構え、②主
な大学の最新入試情報と受験攻略法、③
河合塾海外帰国生コースのカリキュラ

ムの特徴などを進学アドバイザーが説
明する。定員は各 100家庭。希望者は
参加フォーム（https://forms.offi  ce.com/
r/6XcBRr3hB5）から申し込む。

MUSIC
■クリスマス・ジャズコンサート＝
12/14  17:00  ニュージャージー日本語キ
リスト教会（c/o Zion Lutheran Church：
120 East Pleasant Ave., Maywood,）ジャ
ズを中心としたクリスマス音楽のコン
サート。出演はジャズピアニストの又賀
純一郎、アオモリトモヤ（チェロ）、タナ
カユウタ（ベース）、ナガヤマヨウスケ（ド
ラム）。入場無料、寄付歓迎。
詳細は https://j-mataga.com/

THEATRE/DANCE 
■シルク・ドゥ・ソレイユ NY 公演
「‘Twas The Night Before…」= 12/28まで
Madison Square Garden（4 Pennsylvania 
Plaza） クレメント・C・ムーアの古典詩
「聖ニコラスの訪問」を基にした初のクリ
スマスショー。詩にインスパイアされた
冬のワンダーランドで多くの奇妙なキャ
ラクターや曲芸師、そしてトナカイが登
場する。クリスマスをテーマにした不思
議な世界へ誘う舞台。
詳 細 は https://www.cirquedusoleil.com/
twas-the-night-before
■ NY シティーバレエ公演「ジョー
ジ・バランシンのくるみ割り人形」＝
2026/1/3まで  David H. Koch Theater（20 
Lincoln Center Plaza）舞台には巨大クリ
スマスツリーが輝き、チャイコフスキー
の音楽に乗せて美しい衣装をまとった数
多くの魅惑的なキャラクターが魔法の世
界へ誘う。クリスマスの夜にくるみ割り
人形を贈られた少女クララが、人形とと
もに夢の世界を旅する幻想的な物語。
詳細は https://www.nycballet.com
■ホリデーオペラ『魔笛』＝ 12/11～
2026/1/3   The Metropolitan Opera（30 
Lincoln Center Plaza）ホリデーシーズン
恒例のモーツァルト『魔笛』の英語上演・
90分の短縮版ファミリー向けオペラ。魔
法の笛を授かった王子が、妖しい夜の女
王から姫を救出するため、賢者の元へ旅
立ち、多くの試練に立ち向かうファンタジー。
詳 細 は https://www.metopera.org/
season/2025-26-season/the-magic-fl ute/
■「クリスマス・スペクタキュラー」＝
2026/1/5 ま で　Radio City Music Hall
（1260 Avenue of the Americas）ダンスカ
ンパニー「ザ・ロケッツ」が息のあった
ラインダンスのほか、トナカイ、サンタ
クロース、おもちゃの兵隊などの衣装で
90分のパフォーマンスを披露する伝統的
なエンターテインメント。今年はロケッ
ツ 100周年目の記念すべき年。日によっ
て 1日 2～ 5回上演される。
詳 細 は https://www.rockettes.com/

christmas/
■ BAM Next Wave Festival＝ 2026/1/17
まで  BAM（30 Lafayette Ave, Brooklyn）
1983年から続く、前衛音楽、演劇、オペ
ラ、ダンスの祭典。11の演目が上演され
ている。入場料：演目により異なる。
詳細は https://www.bam.org/next-wave

ART
■武蔵野美術大学アメリカ支部・第 4
回「Musabi 展」＝ 12/14 まで　Gallery 
Onetwentyeight（128 Rivington St,）米国
在住の 18人の卒業生が油絵、アクリル
などの絵画、彫刻、写真、デジタルアー
トなどの作品を展示する。作家と来場者
と作品を通しての交流、展示作品の販売
も行われる。12/5午後 6～ 8時のオープ
ニングレセプションでは遊真あつこのパ
フォーマンスも行われる。入場無料。
詳細はhttps://www.galleryonetwentyeight.org
■グループ展「Sprouting in GreenPoint」
＝ 12/20 ま で  GOCA by Garde（515W 
23rd St,）NYを拠点に活動する現代美術
家・松山智一氏が主宰する「松山スタジオ」
にて研鑽を積んだ 7人のアーティストに
よる作品展。参加アーティストは、藤本
まり子、金和司、小野原和紀、川植隆一郎、
雨宮ホザナ栄輝、グノテール、福田桂子。
入場無料。月曜休廊。
詳細は https://www.goca.gallery/
■アンネ・フランク展＝ 2026/2/1まで　
Center for Jewish History（15 West 16th 
St,）第 2次大戦中のユダヤ人迫害の被害
者で、『アンネの日記』を書いたことで知
られる少女の短い人生を振り返る。アム
ステルダムのアンネ・フランク・ハウス
から 100点以上のコレクションが展示さ
れるほか、ナチスから逃れるために 2年
間潜伏していた隠れ家をアムステルダム
以外で初めて原寸大で再現する。入場料：
一般 $21～、17歳以下 $16～。土曜休館。
詳細は https://www.annefrankexhibit.org

　

放
送
作
家
・
安
達
元
一
と
Ｎ

Ｙ
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
・
佐
藤
恭

子
の
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
日
本

の
ア
ー
ト
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー

ズ
」
ア
ー
ト
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ

ョ
ン
・
シ
リ
ー
ズ
が
、
来
年
1

月
か
ら
開
催
さ
れ
る
。

　

シ
リ
ー
ズ
20
「STEPPING INTO A WORLD VI

」
は
1

月
15
日
（
木
）
か
ら
20
日
（
水
）

ま
で
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
マ
ッ

ク
ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ブ

ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番
地

４
０
１
号
室
）
に
て
開
催
。
公

募
で
審
査
を
通
過
し
た
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
す

る
。
最
優
秀
賞
は
、
韓

国
か
ら
応
募
し
た
エ
リ

ダ
ニ
。
優
秀
賞
の
守

屋
麻
美
、 

河
村
侚
、
準

優
秀
賞
の Herocca 
、 

じ
ょ
ん
、 Nori

、 RYU 
YOKOYAMA 

、
幸
田

さ
ち
こ
、
山
川
真
史 

、

出
月
智
子 

、
片
平
ゆ

ふ
子
、
ヒ
ュ
ー
ズ
よ
し

え 

、
堀
田
由
美
ら
の
作
品
を

展
示
す
る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

16
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
。

　

ま
た
、
シ
リ
ー
ズ
21
「THE 

ART OF SHO III

」
は
1
月
22

日
（
木)

か
ら
27
日
（
火
）
ま

で
同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
。

最
優
秀
賞
のMarc Kaigetsu 

（
田
中 

海
月
）、
優
秀
賞
の
石

原
真
子
、
國
吉
磨
寿
美
、
準
優

秀
賞
の 

白
焔
、 chikako 

、 

里

平
美
命 

、 MOCA |

、
西
村
真

翔 
、
松
本
彩
華 

、 

と
し
、
そ

の
他
入
選
者
の
作
品
を
展
示
す

る
。
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
と
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
は
23
日
（
金
）
午
後

６
時
か
ら
８
時
ま
で
。

11
時
と
午
後
２
時
に
ド
ロ
ー
イ

ン
グ
の
実
演
も
行
い
、
鉛
筆
だ

け
で
表
現
す
る
写
実
の
世
界
を

紹
介
し
た
。
当
日
は
30
枚
余
り

飾
ら
れ
た
中
で
一
際
光
る
写
真

の
モ
デ
ル
、
俳
優
の
ア
コ
・
ダ

ッ
チ
ス
さ
ん
本
人
が
会
場
に
駆

け
つ
け
、
個
展
開
催
を
祝
福
し

た
＝
写
真
上
＝
。

　

岡
崎
は
４
日
に
も
イ
ー
ス
ト

ビ
レ
ッ
ジ
の
レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
で

有
料
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
た
。
岡
崎
は
、
子
ど
も

の
頃
か
ら
の
情
熱
を
原
点
に
、

２
０
２
０
年
以
降
、
日
本
国
内

外
で
肖
像
画
や
動
植
物
な
ど
幅

広
い
作
品
を
制
作
・
今
年
9
月

に
は
、
ウ
エ
ス
ト
フ
ロ
リ
ダ
大

学
・
美
術
学
部
の
学
生
へ
の
指

導
を
行
い
、
ペ
ン
サ
コ
ー
ラ
美

術
館
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は

満
席
と
な
り
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待

ち
が
出
る
ほ
ど
の
高
い
評
価
を

得
た
。
岡
崎
は
「
写
真
に
近
す

ぎ
て
し
ま
う
と
絵
と
し
て
の
存

在
を
自
ら
問
う
こ
と
に
な
る
」

と
も
話
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人

会
（
Ｊ
Ａ
Ａ
、
西
45
丁
目

49
番
地
５
階
）
で
12
月
6

日
、
鉛
筆
写
実
画
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
岡
崎
久
美
子
の
初
個

展
「Kumiko Okazaki: First 
Solo Exhibition of Pencil 
Realism

」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
作
品
展
示
に
加
え
て

「
Ｎ
Ｙ
に
日
本
の
ア
ー
ト
」
紹
介

　

ア
ー
ト
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

最
優
秀
賞
は
、
韓
国
か
ら
応
募
し
た
エ
リ
ダ
ニ

 

星
の
島
句
会  

★
仲
間
募
集
中
★

極
月
の
バ
ス
の
窓
よ
り
五
番
街 

亀
田
種
子  

励
ま
さ
れ
励
ま
す
電
話
十
二
月 

江
坂
衣
代　

雲
影
を
出
で
水
鳥
の
色
極
む 

長
谷
川
久
美
子

古
暦
裏
に
未
来
を
描
き
け
り 

平
山
幸
江

雪
花
の
中
な
る
宇
宙
に
触
れ
て
み
る 

中
井
り
つ
こ

hoshinoshima819@gmail.com

20

エリダニ「好奇心」

ペンシル写実画の岡崎さん
 JAAで
1 日個展

https://shopnyseikatsu.com/
https://j-mataga.com/
https://www.nycballet.com
https://santacon.nyc/
https://www.japanvillage.com
https://www.nybg.org
https://coneyislandpolarbearclub.com
https://www.bam.org/next-wave
https://www.galleryonetwentyeight.org
https://www.goca.gallery/
https://www.annefrankexhibit.org
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
mailto:hoshinoshima819@gmail.com
https://forms.office.com/r/6XcBRr3hB5
https://www.cirquedusoleil.com/twas-the-night-before
https://www.metopera.org/season/2025-26-season/the-magic-flute/
https://www.rockettes.com/christmas/
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https://watch.jme.tv/



